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はじめて編集長を務めさせていただき
ました。コロナ禍を経て、若手社員とベ
テラン社員の考え方の違いがより明確
になり、新たな人材育成のあり方が求め
られていると聞きます。「これが正解！」
という現代の育成手法が明らかになる
のは、おそらく20年、30年後。今の若
手がベテランになる頃のことでしょう。
だからこそ試行錯誤を重ね、より良い「正
解」を多くの企業の方と共に創っていき
たいと考えています。本誌が、その議論
のきっかけになることを願っています。

編集長 重永 美由希

【表紙】
SPHinX株式会社COO
筑波大学大学院
佐々木 信 氏
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　新規事業の種を、社員発でもっと生
み出せるようにしたい。若手にこそもっ
と頑張ってもらいたい。そんな想いで、
新規事業創出を主に行う部門や、社内
提案制度を設ける企業も増えています
が、「アイデアは出るが、事業の種にな
るほどのテーマに育たない」という悩
みは良く聞かれます。その要因は様々
ですが、そこに関わる人達の、新規性の
高いものを受け入れるときの考え方の
前提が「性善説」か「性悪説」かで、事の
進み方が大きく変わっていることがあ
ります。
 
　例えば、あなたの前に、ベンチャー企
業との協業アイデアや、個人の情熱を
起点に新しいアイデアを提案する社員
が現れたとき、どんな前提で話を聞く
でしょうか？「本当にできるの？実績

はあるの？確信が持てなければ承認は
できないよ」といった信用を求めるで
しょうか。それとも「うまくいくかわ
からないけど、あなたが本気でそう言
うなら私が責任を取ろう」と信頼でき
るまで対話をしようとするでしょうか。
どちらが正しいか、正解はありませんが、
提案者が信用を担保できる実績や成果
を持たない若手や、若いスタートアッ
プ企業だった場合、前者が前提では何
も始まらないのは明らかです。
　私も自らの提案で地元鹿児島県での
創業支援プログラム立ち上げに挑戦し
ました。地元側からの要請があったわ
けでもなく、うまくいく保証は全くあ
りませんでした。しかも、鹿児島には
行くだけで出張費がかかります。しか
し、「熱意があるのならやってみたらい
い」と、入社1年目から多くの先輩の後

押しがあり、挑戦することができました。
そして、入社3年目で現地のパートナー
を得て、実際にプログラムをスタート
できたのです。
　信用は相手に求める安全性の担保で
あり、人が自分の期待に答えないかも
しれないという性悪説に基づいた考え
方です。それを求め続けてしまうと、担
当者の熱意も次第に冷めていってしま
います。一方、信頼は相手を信じ、自ら
もリスクを取る考え方です。リスクを
取って新たな挑戦をする若手やスター
トアップ企業の活動の提案に対し、こ
ちらもきちんと判断したうえで最後の
リスクは負う。そんな「性善説」の思考
の前提が浸透していけば、多くの人が
新たな物事に挑戦しやすくなっていく
のではないでしょうか。

Q

提案

新規事業の種を社内で育てるにはどうする？

リスクを取り、信頼して任せる
「性善説」に基づいて、

社員の継続的な挑戦を
後押してみる。

[ 記者 ] 重永 美由希
博士（理学）2016年入社。入社1年目より、地域産
業の創出をめざすプログラム地域テックプラン
ターの立ち上げに挑戦。現在は「研究者の生き方・
働き方を多様にする」をビジョンに活動中。

問い合わせ先
人材応援プロジェクトでは、新しいコトが起こる組織の文化や仕掛け

について研究を進めています。面白い制度や仕掛けについて、実践例やアイデア、本記事へのコメント
等お気軽にお寄せください。少しでも関心を持っていただけた方は、お気軽にコメントをお寄せください。

新規事業が生まれ続ける場所とは？

人材開発 Lab.
リバネスは年間200以上の新規プロジェクトを推進しながら、
新しい事を生み出し続ける組織のかたちを探求し続けています。
本コーナーでは、その中で自らも挑戦を続ける社員の目線から、
コトを起こしやすい環境や仕組み、文化について紹介していきます。

ご意見募集中です！ 株式会社リバネス 人材開発事業部
担当：重永 　[Mail] hd@lnest.jp
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私たち株式会社リバネスは、知識を集め、コミュニケーションを行うことで新しい知識を生み出す、日本最大の「知識プラットフォーム」
を構築しました。教育応援プロジェクト、人材応援プロジェクト、研究応援プロジェクト、創業応援プロジェクトに参加する多くの企業
の皆様とともに、このプラットフォームを拡充させながら世界に貢献し続けます。

知識プラットフォーム参加企業

株式会社ノベルジェン

株式会社NEST RdLAB

株式会社NINZIA

aiwell 株式会社

株式会社ガルデリア

ロート製薬株式会社

未来の仲間と共に成長し、人も自然も栄える世界をつくる
株式会社イノカ

　科学技術が目覚ましい発展を遂げる一方で、こと海
洋環境について人類はいまだ理解が浅いままです。海
洋をはじめとした水環境を知るために陸地にその部分
的環境を再現する「環境移送」という概念を株式会社イ
ノカは創り出しました。地球全体をフィールドとするイノ
カは現在、マレーシアを起点に東南アジアでの活動を
広げています。「環境移送」という新たな概念とその必
要性をどのようにして世界に広めていくのか。また、異
なる文化圏において自分たちの確固たる哲学をいか

にして伝え、仲間を増やしていくのか。現地に何度も足
を運び、不慣れな経験を重ねることで、メンバーのグ
ローバルな対応力とリーダーシップを育み、チームと組
織をもって世界に飛び出そうとするイノカの挑戦が始
まっています（詳細はP20）。私たちには生き物に対す
る愛と情熱、そして多様な専門性を持った仲間が必要
です。人材応援プロジェクトでは、アド・ベンチャー
フォーラムやリバネスユニバーシティー等を通じて、一
緒に挑戦してくれる未来の仲間を応援していきます。

株式会社イノカ
代表取締役CEO
高倉 葉太 氏
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佐々木 信 氏
SPHinX 株式会社 COO

筑波大学大学院

髙橋 修一郎
株式会社リバネス 代表取締役社長 COO

1997年福島県生まれ。現在27歳。2022年より現在まで、筑波大学大学
院博士後期課程に在学中。中学生の時に東日本大震災を経験したこと
がきっかけとなり、大学院では、被災地や途上国など、インフラが整備
されていない環境でも使用できる医療機器や医療技術の開発を行って
きた。2024年8月に、指導教員らと共にSPHinX株式会社を設立し、代
表取締役COOに就任。専門は高分子材料および生体材料学。趣味はサ
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導している。2010年より代表取締役社長COO。2022年より株式会社
リバネスキャピタル代表取締役を兼務。
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どのような視点で世界を見ているのか。私たち企業は彼らから学べることが多くあるはずです。
本コーナーでは、独自の視点や情熱を持ち、自ら行動を起こして社会の中で活動をする学生を紹介します。
彼らの活動を応援しながら、互いの価値観を共有し、ともに未来の社会を構想していきます。
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世界の感染症問題に挑む
博士学生

髙橋 : 佐々木さんは、SPHinX 株式

会社（読み：スフィンクス）を今年の

8月に起業されたんですよね。ぜひ

事業について聞かせてください。

佐々木 : 温度応答性のスマートポリ

マーを用いた感染症の簡易診断キッ

トを開発し、途上国で販売、広める

ことを目指しています。途上国で

は、現在も大きな問題となっている

感染症がたくさんありますが、まず

最初にターゲットにしたのはC型肝

炎ウイルス（HCV）が引き起こす肝

炎感染症です。これは肝臓がどんど

ん悪くなっていき、最終的には肝抗

併や肝癌を発症してしまうような病

気です。全世界に約7000万人もの

患者さんがいると言われています。

WHO も、新規感染者数と死亡者数

を2030年前に減少させるという目

標を立てているんですが、今のまま

ですと、この目標の達成は難しいと

いうふうに言われているんです。

髙橋 : 日本でも20年くらい前に、非

加熱の血液製剤によって引き起こさ

れるC型肝炎が問題になっていたこ

ともありましたが、今は、治療薬や

ウイルス検査が普及して、状況は改

善していますよね。けれども途上国

ではまだ難しいんですね。

佐々木 : はい。実は治療薬はすで

にあるんですが、有効な検査方法が

普及していないからなんです。今、

PCR 検査が一般的ではあるのです

が、とても高価なのと専門のスタッ

フが必要という理由でなかなか途上

国では普及しません。そのため安価

で簡便な検査キットさえ開発できれ

ば、すばやく治療薬を渡すことがで

き、多くの HCV 患者を救うことが

できます。

髙橋 : その新たな検査キットに用い

られているのが、佐々木さんの研究

室の技術なんですね。

佐々木 : そうです。ここにコア技術

のスマートポリマーの設計技術が活

かせるのです。スマートポリマーは

様々な外部刺激に応答して、その性

質を変化させるような高分子材料の

ことを言います。その外部刺激の種

類やポリマーの反応の仕方を、様々

な設計をすることができるんです。

このポリマーを使うことで、HCV

に感染しているかどうかを目視で判

断できる検査キットの開発が可能に

なります。すでに実際にアフリカで

取り組みを行っていて、エジプトや

ナイジェリアの貧困地域に我々の開

発したスマートポリマーを持ってい

き、現地の HCV スクリーニング検

査を行っています。

髙橋 : いち早くアフリカまで持って

いっているというのは本当にすご

いことですよね。起業に踏み切った

きっかけはあるのですか？

佐々木 : もともと新しいことにチャ

レンジしてみたいという好奇心が

ありました。その中で進路を考え

たとき、起業というのが一番魅力的

でした。

研究も経営も研究も経営も
全部やる！全部やる！
優等生の殻を破り優等生の殻を破り
師と共に挑む師と共に挑む
本気の課題解決本気の課題解決

感染症の簡易診断キットを開発し、博士後期課
程在学中に起業した佐々木 信さん。彼を突き
動かしたのは、指導教官の先生の熱意と、技術
で医療の課題の解決に貢献したいという想い
だった。研究者3人でスタートした佐々木さん
の会社は、アフリカでの実証実験を開始するな
ど、すでに大きな一歩を踏み出している。佐々
木さんはこれまでどんな道を歩み、どんな未来
を目指しているのだろうか。

2025年2025年のの分岐点分岐点
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髙橋 : でも新しいことへのチャレン

ジは、起業をせずとも大学での研究

や企業勤めの中でもできますよね。

なぜ起業だったのでしょうか。抵抗

感はありませんでしたか？

佐々木 : 抵抗感はあまりなかったで

すね。たとえ失敗してもまた次があ

りますし、その経験が今後の人生に

活かせるだろうと思っています。世

の中的にもスタートアップの追い風

が吹いていますので。また指導教官

の荏原先生が、起業についても積極

的に考えていた、というのも大きかっ

たです。自分は博士学生として技術

を深く理解できつつビジネスのこと

も知っている、両方できる人間にな

りたいと思っています。

髙橋 : 荏原先生に会う前は起業につ

いては考えていなかったんですか？

佐々木 : ほとんど考えていなかった

ですね。ベンチャーと言うと IT 系

のイメージが強くて自分とは関係な

い別世界の話だと思ってました。で

も荏原先生に出会ったり、リバネス

を通して、研究開発型ベンチャーの

存在を知りました。そこで自分も研

究成果を使ってベンチャーを立ち上

げることができるんだと気がつきま

した。

外界を知れる環境が、
将来の選択肢を増やす

髙橋 : まわりの学生や友達などの中

に起業仲間はいますか？

佐々木 : いないですね。正直大学生

や大学院生の多くは、まだ起業のこ

とをよく知らないと思います。みん

な知らないから選択肢の一つとして

も考えない。また知ってるつもりで

もリスクばかりが目につくのかもし

れません。

髙橋 : たしかにそうですよね。大

学生の環境はまだ閉鎖的で、同じ

学部、同じ研究室の仲間としかあ

まり接点がない。でも本当はもっ

といろんなバックグラウンドの人

とつながることが大事なんだと思

います。  理想を言えば大学生のう

ちから社会人とか他分野の研究者

とか、いろんな人と出会って刺激

を受けられる場があるといいです

よね。だけど今はなかなか難しい

のが現状じゃないですか？ 

佐々木 : おっしゃるとおりです。僕

自身も普段生活しているのがラボの

中なので、同じ世代の人としか話さ

ないですね。もっと広い世界を知り

たいです。

髙 橋 : 日本の若者は、社会に出る

までに事業をやっている人と出会

う機会が圧倒的に少ないですよね。

そういう人たちが学校に教えに来

たりする機会がほとんどないから、

若い子たちは「事業を自分でやる」

というイメージを持てないのでは

ないかな。日本には会社の数で言っ

たら350万社くらいある。つまり

30人に1人が社長。赤子からお年

寄りまで含めてね。だから実は事

業をやっている人は、すごくたく

さんいるんです。でもその人たち

が何をどんな思いでやっているの

かっていうのが、若い世代に伝わっ

てないんだよね。僕は昔から事業

をやっている大人たちがもっと学

生や若者の前に出ていって、体を

張って何かをリアルに訴えていく

必要があると思っています。別に

起業しろと言うつもりはないのだ

けれど、「世の中にはこういう働き

方や生き方もあるんだ」というこ

とを知るだけでも、選択肢の幅を

広げることができると思うんです。

佐々木 : 僕自身もそういった人と知

り合う機会は少なかったですね。
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髙橋 : 例えばリバネスと佐々木さん

の SPHinX がタッグを組むことも、

ボーダーを超えた面白い取り組みの

一つですよね。お互いに持っている

リソースも違うし、得意分野も違う。

だからこそ面白い。そういう風に普

段は交わることのない人たち同士が

出会って、何か新しいものを生み出

していく。僕はそういう「場」をたく

さん作っていきたいと考えています。

先生の本気が、人生を変えた

髙橋 : ちなみにどんな子ども時代

だったのですか？

佐々木 : 優秀、ではあったと思いま

すね。

髙橋 : いいですね笑。

佐々木 : 中学生までは、ですね。福

島県の田舎町で育ちました。勉強も

それほどせずに学校でも1番か2番

の成績だったので、自分は天才だと

思い込んでいました。対外的には謙

虚な態度でいたので、そういうとこ

ろも含めて優秀に見える子どもだっ

たのかなと思います。

髙橋 : 佐々木さんのように学校の成

績も良くて大人が何を期待している

かも分かって先回りできる学生って、

その先の期待されるルートも見えて

いることが多いように思います。そ

こから外れることに恐怖をおぼえた

り、それ以外のルートの存在すら知

らずに進んでいく。親や先生や “ 想

像上の ” 社会の期待に沿って自分の

人生を選択していく。そういう学生

は、結果として10年後に社会に出た

後に、「良いやつだし優秀なんだけど、

何をやりたい人なのかわからないな

…」と思われてしまう。自分の能力

を発揮して、社会を前に進める先頭

に立てているかというと、それは違

うなと。これは能力というよりむし

ろマインドセットの話で、そういう

事例を本当に多く見てきました。で

も、佐々木さんは今、いわゆる一般

的に理想とされるルートを外れてベ

ンチャーの経営をやっていますよね。

佐々木 : そうですね。大学の学部時

代はベンチャーとか全く考えてい

なかったです。博士課程に進むこと

も考えていませんでした。仮に大学

院に進学しても修士まで、その後は

それなりに良い会社に入って、それ

なりのお金を稼いでという生活を

するのだろうなぁと、漠然と考えて

いました。

髙橋 : なぜそれを辞めようと思った

のですか？

佐々木 : それはやっぱり荏原先生で

すね。荏原先生はとにかく本気で技

術の実用化をやろうとしていて、そ

の熱量にひかれました。大学の学部

の授業で初めて会った時から、他の

先生とは何かが違うと感じました。

それは口だけじゃなくて、実際に現

地に足を運んで自ら活動する姿勢な

んだと思います。学会発表などで実

用化のお話をされる先生はたくさん

おられますが、実際にお話しすると、

「実用化はまぁ無理だよね」と諦め

ている先生が多かったです。もちろ

ん大学は基礎研究が主体の場所です

ので、それを非難するわけでは全く

ないのですが、荏原先生は本気で実

用化を目指しているところが他の先

生とは違うなと感じました。

髙橋 : 教授の本気が、佐々木さんを

変えたんですね。

佐々木 : そうですね。自分も荏原先

生に会うまでは、ある程度自分がで

きる範囲のことできる範囲でやって

れば良いかなって思ってたんですけ

ど、先生に出会ってから、自分の殻を

破って一歩外に踏み出してみようと

思いました。それまでは現状に満足

してたけど、もっと上を目指したい

という気持ちが芽生えてきたんです。

「ああ、こういう世界もあるんだな」

と、新しい世界を見せてもらいました。

2025年2025年のの分岐点分岐点
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それが修士課程の頃で、その２年間

で結構自分は変わったなと思います。

自分が変わっていくことが気持ちよ

かったというのもありますね。

髙橋 : 荏原先生はすばらしい方です

ね。でも人は他人から変われと言わ

れても、変われないじゃないですか。

荏原先生はどのようにして佐々木さ

んを変えたんでしょう。

佐々木 : 自分としてはいつの間にか

変わっていた、という感覚ですが…

先生は結構ダイレクトに「今できな

いことをやれ」と学生に言い続けて

ますね。自分はそれをやり続けた結

果かなと思います。自分にたまたま

その言葉が響いただけかもしれませ

ん。また心のどこかではずっと、成

長したいという気持ちもあったのか

もしれないです。

優先順位はつけない、
全部やる

髙橋 : いまSPHinXはどんな体制で

やっているのですか？

佐々木 : 現在、経営陣は3人体制で全

員研究者なんです。自分と荏原先生、

あとはラボのポスドクの先輩でエジ

プトからきたナビルさんという方で

す。彼は、検査キットに使われてい

る温度応答性ポリマーの技術に関し

ては誰よりも詳しく現地のネットワー

クもあるので、技術の普及という点

でもとても頼れる存在です。その中

での自分の役割はビジネスを生み出

すこと、対外的に矢面に立つことで、

結構いい組み合わせだと思っていま

す。ただビジネスに関しては正直ま

だ全然分からないことだらけです。

髙橋 : 良い仲間があつまっています

よね。10年後はどんな状態になって

いるでしょうね。

佐々木 : 10年後はさすがに、３人よ

りは増えていると思いますが…想像

がつかないですね。

髙橋 : リバネスは創業してから22

年が経って社員も増えましたが、そ

の原動力が何かというと、創業時

から変わらぬビジョンです。「科学

技術の発展と地球貢献を実現する」

というビジョンに毎年人が共感し

て集まってきてくれてるんです。

SPHinXはどうでしょう？

佐々木 : 自分もビジョンかなって思

います。何で３人でベンチャーをやっ

ているのかというと、やはり３人と

もビジョンに共感し「まずはこの技

術を絶対アフリカの人のために使う

んだ」という信念があって、同じ方

向を向いているからだと思います。

でも今後、SPHinX に入ってくれる

人が、お金儲けに根性出せる人でも

いいかなと思っています。お金儲け

ができるということは、それだけそ

こにニーズがあって自分たちの技術

が届くということなので。

髙橋 : プライオリティーをどう決め

ていくかが大切ですね。

佐々木 : 自分は結構優先順位をつけ

るのが苦手かもしれない。全てをや

りたい、全部を経験したいと思って

しまうんです。もちろんビジョンを

もってこの事業をやるんだというの

もありますし、それを成功させて自

分はお金持ちになってやるんだって

いう気持ちもあるんです。どちらが

大事とかではなくて、全部やりたい。

世の中を知らなすぎるからかもしれ

ないですが、今はそう思っています。

髙橋 : 結局、何をもって全部という

のかは誰にもわからないわけで、「全

部」というしかないんですよね。や

ればやるほど、知らないことが増え

ていく。ある程度できたなと思って

いたけど、たいていは実はほんの一

部。研究と一緒ですね。終わりがな

い探求なんじゃないかな。どんどん

欲張っていこう！

佐々木 : 確かに！やればやるほど次

にやることが出てきて「沼」のよう

にハマってしまう、研究に似ている

なと感じています。まだまだ起業し

たてですので、多様な人に会って刺

激をもらいながら何事もチャレンジ

していきたいと思います。

（文・構成：立花 智子）

佐々木さんはリバネスが主催するバイオテックグランプリ2024に登壇、ビジネスをプレゼンし、最優秀賞に選ばれた。
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2025春
参加企業

「ベンチャーで働く」を博士の
新たなキャリアの選択肢にする 募集！
アド・ベンチャーフォーラムとは？
アド・ベンチャーフォーラムは「研究者の新たな活躍の場を発
見する」をテーマに、主に修士・博士を取得した若手研究人材とベン
チャー企業が出会う場です。ベンチャーとは誰も正解を知らな
い冒険的な事業を行う企業のこと。未踏の知の開拓に取り組む
研究者とは冒険仲間になれるはず。アド・ベンチャーフォーラ
ムでは固定概念にとらわれない研究を活かす方法、新しい働き
方、新しい生き方を作り出し、多様な若手人材がベンチャー企
業で活躍できる仕組みを開発していきます。

参加者の声!

株式会社 Eco-Pork 共同創業者 取締役 荒深 慎介 氏 (写真右)

早稲田大学 基幹理工学部1年 川村 賢人 氏 (写真左)

2024年4月参加

株式会社Eco-Pork
「データを用いた循環型豚肉経済圏の共創」をミッションに、養豚業界の DX を手がけ

るベンチャー企業。人口増加によるタンパク質危機、肉の生産過程で生じる環境負荷、
後継者不足などによる畜産農家の減少など、豚肉生産に関わる課題を解決し、持続可
能な食肉文化の実現を目指している。

熱い想いを持った学生と企業が議論を交わす、アド・ベンチャーフォーラム。本イベントを通して初めて出会い、
わずか2ヶ月後からインターンを開始した学生と企業がある。両者がどのような経緯でアド・ベンチャーフォー
ラムに参加し、意気投合したのかを伺った。

Q.アド・ベンチャーフォーラムに参加した
経緯を教えてください

荒深 : 弊社は2017年の創業から現在まで新卒採用を行

なってきませんでした。これまでは、中途採用で大企業

経験者を採用し、事業拡大を加速してきました。しかし、

組織の拡大に伴い、ビジョンやミッションに関する議

論で取締役会の中でも言葉のニュアンスにずれが生じ

たり、「Eco-Pork らしさ」とは何かが定まりきっていな

かったりというところが経営課題として浮かんできた

のです。そのため、今まで以上に会社のビジョン、ミッ

ションを明文化し、Eco-Pork の文化として継承してい

く必要性を感じるようになりました。その中で生まれ

たのが、文化の醸成・継承には、ビジネス経験はないけ
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れども、会社の将来を担っていくような熱意のある若

手人材が必要なのではないか、という仮説です。しかし、

熱意を持って活動したり、ベンチャーに関心があった

りする若手人材との接点を持てていませんでした。そ

んな時、リバネスの代表である丸さんに誘っていただき、

アド・ベンチャーフォーラムへの参加を決めました。

川 村 : 僕 は 元 々、18 歳 以 下 で 構 成 さ れ る 一 般 社 団

法 人 Sustainable Game の 代 表 を 務 め て い ま し た。

Sustainable Game は社会課題の解決を加速するため

に、中高生を対象としたイベントの企画運営などを行う

団体です。その繋がりで、リバネスの教育開発事業部の

現部長である齊藤さんと知り合いでした。実家が養豚農

家だったこともあり、養豚に関心があることを齊藤さん

に話していたら、アド・ベンチャーフォーラムを紹介し

ていただき、参加を決めました。当時、大学で情報系の

学部に進学することが決まっていたため、参加前から養

豚の DX を手がける Eco-Pork に関心を持っていました。

Qアド・ベンチャーフォーラムに参加してみて、
どうでしたか？

荒深 : 創造力が高い学生が多かったです。ブースには

様々な学生が来てくださり、文系学部やデザイン系の

学部など、分野を問わず様々な専門性を持った学生に

出会うことができました。学生たちは自分の専門性と

弊社の事業との繋がりを考え、新たな展開を提案して

くれるくらい、対等な議論ができたと感じます。ちょ

うど参加する前のタイミングで、「Eco-Pork らしさ」に

ついて議論していたことでビジョン、ミッションを明

確にできていました。そしてそれが社内に浸透してい

たことで、イベント当日、学生にもしっかり伝えること

ができ、技術の先にある『課題解決』という視点で良い

議論ができたのだと思います。結果的に、川村さんの

ようにビジョンに共感し、飛び込んできてくれる若手

に出会えたことで、若手人材と繋がりを持つ価値を実

感できました。これまで、人材採用はスキル面を軸に

して進めてきましたが、それだけだと文化の継承が難

しくなると感じています。そういう意味で、改めて新

卒採用も検討していかなければいけないと感じる象徴

的なイベントでした。

川村 : 冒頭の企業からの1分プレゼンの際、Eco-Pork

さんは「この社会課題を解決するために、皆さんの専門

性を持ち寄って議論しましょう」という問いかけをし

ていたのが印象的でした。実際、ブースは議論をしやす

い開かれた雰囲気でした。学生側から見て、ただの企業

紹介イベントではなく、自分の専門性と掛け合わせた

ら何が一緒にできるか？という当事者意識を持って参

加できたことも印象に残っています。Eco-Pork さんの

ブースでは、自分の実家が養豚農家で、養豚に関心があ

ると伝えたら、すぐに一緒に何かやろうと言ってくれ、

次のアクションが決まりました。実際、イベントの翌月

にはインターンとして働くことが決まり、2ヶ月後には

働き始めました。インターンでは、データ分析を担当し

ています。ユーザーさんたちが入れたデータを統計的

に解析し、そこからどんなことが言えるかを分析して

います。情報系の学部に在籍していながら実家が養豚

農家なので、そのデータにはどんな意味があるのか、現

場の視点も含めて解釈することができて、とてもマッ

チしていると感じています。

アド・ベンチャーフォーラムでは、ビジョンへの共
感からインターンや採用面接に繋がる出会いが続々
と生まれている。その理由は、このイベントが「た
だのマッチングイベント」ではないからだ。お互い
のパッションを語り合うことで、見えていなかっ
た共通点が見えてくる。そのため次のアクション
も早い。組織の拡大に伴い、文化の醸成・継承とい
う課題が見えてきた企業にこそ、「熱意のある若手」
が必要なのではないだろうか。

まとめ
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2025年春に開催決定！参加企業募集中！

東京2025年4月19日 ( 土 )
大阪2025年4月26日 ( 土 )

次回開催告知

アド・ベンチャーフォーラム
https://avf.lne.st/

[お問合せ]株式会社リバネス 人材開発事業部 （担当：海浦・重永）

[ Email ] hd@lnest.jp

参画費用 45万円 / 回（税別） コミュニケーターが学生への発信の仕方を一緒に考えます。

学生が「自分の研究を加速したい」「自分の
キャリアを広げたい」といった自分のキャ
リアを開拓しようとする場面で必要な「仲
間を集める力」になるパワフルな１分自己
紹介の作り方を紹介します。

各参加企業が１分間で自社で挑戦するこ
とや参加者と議論したいことを伝えます。

企業が学生と議論したいテーマを掲げ、
様々な専門性の学生たちと「一緒に何がで
きるか？」を話し合いし、次のアクション
を考えます。

ブースセッションでで生まれた企業との
実験的アイデアを実現するための活動費
を「アド・ベンチャー奨学金」として学生に
提供します。学生は「アド・ベンチャーピッ
チ」にて企業との連携アイデアを宣言しま
す。後日審査の上、採択者を決定します。

ショートセミナー 参加企業の1min プレゼン ブースセッション アドベンチャー・ピッチ/交流会

研究経験を生かしたい学生が参加
アド・ベンチャーフォーラムには自らの研究経験や専門知識を社会のために活かしたい、誰もやったことがないことに挑戦し
てみたいという意欲のある学生が集まります。参加者は、ビジョンを持ち挑戦的な事業に取り組もうとする企業と新たなキャ
リアを歩むことを期待しています。在学中から活動を共にすることで、貴社を深く理解し、即戦力として入社したり、アカデ
ミアで研究パートナーとなれる人材とのネットワークを構築できます。

参加者の属性

コンテンツ

2024年4月20日東京参加者47名

参加学生の所属する課程 参加学生の専門分野
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新時代を担う
グローバルリーダーの
育て方
世界は今、人類が経験したことのない大変革の時代を迎えています。

テクノロジーにより情報の流通は加速し、人々の価値観も多様に広がる中で、新興国

の経済的発展は目覚ましく新たな世代によるビジネスも多く生まれています。 

一方、かつて経済大国と言われた日本では人口減少が進み、その成長に陰りが見えつ

つあります。こうした背景を考慮すれば、日本企業の海外市場への進出は当然の選択

肢と言えるでしょう。 

それでは、これからの時代に海外進出を牽引する人材、つまりグローバルリーダーと

はどのような人物なのでしょうか。 

そして、どのようにすればそのような人材を育てることができるのでしょうか。

特集
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新時代を担うグローバルリーダーの育て方

トランスナショナル企業を

目指すべき時代の到来

グローバル化に向かって突き進んでいた世界は、2020年代に曲がり角を迎えました。Pax Americana も終焉を迎え
つつあり、世界は新たな局面に突入しています。一方で、ICT 技術はすでに世界中に行き渡り、人々の交流という視
点では国境のハードルは大きく下がりました。これまでの企業のグローバル化は、あくまでも平和かつグローバル化
が進展する世の中が前提となっていました。そのような世界では、自国で生み出した良質な製品や知識を、それを持
たない他国へ輸出するグローバル企業やインターナショナル企業の形式がよく機能していたと言えます。また、消費
財等、人の生活に近い分野では、現地にカスタマイズされた製品を生み出すマルチナショナル企業の形もまた海外進
出のあり方でした。これらの方式はビジネス形態によっては未だ正解の場合もありますが、現地ニーズを取り入れら
れなかった日本企業が海外進出で成果を上げられなかった現実が見えてきています。また、環境問題や気候変動等、
今や人類に残っているのは世界規模で取り組まねばならない複雑な課題となってきました。そのときに、各国で生み
出された知識を日本側に取り入れない理由はないでしょう。これまでは管理コストの増大から現実的ではないと考
えられていたトランスナショナル企業ですが、このような組織のあり方を本格的に目指すべき時流が整ってきたと
言えるかもしれません。

組織の特徴 グローバル企業 インターナショナル企業 マルチナショナル企業 トランスナショナル企業

能力と組織力の構成 中央集権型 能力の中核部は中央に集
中させ、ほかは分散させる

分散型
海外子会社は自立している 分散、相互依存、専門化

海外事業が果たす役割 親会社の戦略を実行する 親会社の能力を適応させ
活用する

現地の好機を感じ取って
利用する

海外の組織単位ごとに役割
を分けて世界的経営を統合
する

知識の開発と普及 中央で知識を開発して
保有する

中央で知識を開発し
海外の組織単位に移転する

各組織単位内で知識を
開発して保有する

共同で知識を開発し、
世界中で分かち合う

表 グローバル企業、インターナショナル企業、マルチナショナル企業、トランスナショナル企業の組織の特徴

（参考文献1をもとに作成）
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1989年に上記の4つの企業形態を提唱したバートレットとゴシャールは、トランスナショナル企業に必要なことと
して「コミットメントの強化」を挙げています。そのために、現地のマネジャーたちが持つ役割として、企業の共通の
理念を確立させること、専門家であっても他者への理解力と受容力を発揮し複雑な課題に対処することであり、それ
らの人材を企業の経営に取り込んでいくことが必要であると述べられています。これにはこれまでのグローバル人
材として求められてきた資質、単に語学力が高いとか、過去に異文化経験があるというだけでは不十分であることを
示していると言えるでしょう。

果たして、このような役割を担える人材はどこにいるのでしょうか。今回本特集制作チームはそれらの人材は「社内
にいる」と仮説を立てました。なぜならば、すでに企業の理念をしっかりと理解したうえで経験を積み、適切に専門
性を身に着けながら事業に取り組んできた人材だからです。そして、語学力やこれまでの経験に依らず、企業内で得
る経験によって今後の海外進出を牽引する「グローバルリーダー」へ成長していくことができるのではないかと考え
ました。そこで、本特集では社内からグローバル人材を育成しようとしている企業3社にお話を伺いました。取材先
は人材育成を執り行う担当者から、実際に成長している社員、更にベンチャー企業の経営者と多岐にわたります。そ
れぞれの海外進出に向けた人材育成手法からどのような共通点が見えてくるのでしょうか。

これまでのグローバル人材の一般的な定義

柔軟性の高いトランスナショナル企業を
牽引する人材とは？

海外進出を牽引するグローバルリーダーはどこにいる？

文科省のグローバル人材の定義

○ 「グローバル人材」の概念を整理すると、概ね、以下のような要素。
	 要素Ⅰ： 語学力・コミュニケーション能力
	 要素Ⅱ： 主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感
	 要素Ⅲ： 異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティー

○ このほか、幅広い教養と深い専門性、課題発見・解決能力、チームワークと
　 （異質な者の集団をまとめる)リーダーシップ、公共性・倫理観、メディア・リテラシー等。

引用：グローバル人材の育成について P.3
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/047/siryo/__icsFiles/afieldfile/2012/02/14/1316067_01.pdf

総務省のグローバル人材の定義

「グローバル人材」とは、第2期計画において、日本人としてのアイデンティティや日本の文化に対する深
い理解を前提として、ⅰ）豊かな語学力・コミュニケーション能力、ⅱ）主体性・積極性、ⅲ）異文化理解の
精神等を身に付けて様々な分野で活躍できる人材のこと。

引用：グローバル人材の推進に関する政策評価書　P.13
https://www.soumu.go.jp/main_content/000496493.pdf

参考文献
1. C.A.バートレット・S. ゴシャール （1990）『地球市場時代の企業戦略』日本経済新聞社
2. 桑名義晴・齋藤泰浩・山本崇雄・竹之内玲子（2022）『グローバル成長と発展への経営 —日本企業の再生と挑戦— 』株式会社文眞堂
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グローバルリーダーは

同じ釜の飯でチームごと育てる

経営人財とグローバル人財は
一心同体

　 流 郷 氏 が カ ル ビ ー に 加 わ っ た

2019年当初、すでに「2030ビジョ

ン」が掲げられていたものの、海外

売上比率は20％。ここからさらに

売上を倍にするために、海外に携わ

る社員を増やすことが求められた

が、当時は『グローバル人財が不足

している』『グローバル事業をやり

たいという社員がいない』という

声が多く聞かれたという。グロー

バル人財が求められる一方で、社

内に育成するしくみがなかったこ

とから、流郷氏は当時の海外カンパ

ニープレジデント（現・人事担当役

員）と共にグローバル人財育成の体

系化に取り組み始めた。「プレジデ

ント自身がそこに大きな危機感を

感じていたんです」。はじめは、人

財育成方針の１つとして、戦略人財

育成の強化を明確化し、戦略人財

は「次世代経営人財、グローバル人

財、DX 人財」と定義した。しかし、

体系化や育成施策を実行する中で、

経営人財とグローバル人財は別も

のではなく、統合していくことが相

応しいと考えるようになったとい

う。「これからの経営人財はグロー

バルの視点なくしてリーダーたり

得ないということです。それをふ

まえて、従来の次世代リーダー育成

プログラムとコア人財グローバル

プログラムを統合し、現在のカル

ビー・ネクスト・リーダー・プログラ

ム（CNLP）をスタートしました」。

国境も業種も超えた経験で
視野を広げる

　グローバル人財育成のプログラ

ムを立ち上げた当初はコロナ禍と

いうこともあり、オンラインでプロ

グラムを実施した。「もちろん学び

はありましたが、やはりリアルでし

か得難いことも多いと強く感じま

した」と流郷氏は振り返る。コロナ

も落ち着いてきた中で、「現場現実

を見る」ことを強化したい、と海外

を訪問するプログラムを新たに取

り入れることにした。カルビーは当

時、日本以外では10カ国に現地法

人を持ち、その中でも、生産、R&D、

営業などの機能を網羅的に持つタ

イを訪問国に選んだ。しかし、流郷

氏は自社の現地法人を訪問するだ

けでは物足りないと考えた。「現在

のビジネスの延長線ではなく、もっ

と視野を広げてほしいと考えてい

ます。リーダーにとって何よりも

重要なのは志です。それがないと、

メンバーや周囲が共に同じ夢を実

現したいという想いに至りません」。

経営を担い、新しいことや変革を起

こそうとすれば、周囲の反対等に直

面することもあるはず。粘り強く

向き合い、実現するための強い志を

カルビー株式会社（以下、カルビー）は2019年に長期計画「2030ビジョン」を策定。海外市場を
更なる成長の軸とし、2030年にはカルビーの売上の40%を海外事業で担うことを目標に掲げた。
国内スナック菓子ではトップシェアを誇る企業だが、少子高齢化社会の中で今後の日本におけ
る需要の伸びは限定的と想定される。日本国内に安住していては大きな成長は望めないと考えて、
海外への注力を決めたカルビーが直面した課題と人財育成の考え方とは。

カルビー株式会社  人事・総務本部 人財戦略部 部長

流郷 紀子 氏

新時代を担うグローバルリーダーの育て方
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育てたい。そこで、海外訪問も自社

内に閉じず、分野の異なる事業を展

開する現地ベンチャーや現地の研

究機関などで生まれる最先端の研

究現場を訪問することにした。

リーダーの巻き込み力は
ベンチャーに学ぶ

　CNLP は、10ヶ月間のプログラ

ムで、コミュニケーション研修や

リーダーシップ研修などの座学か

ら始まる。3日間の海外研修は最後

の学びの実践と体験の機会として

位置づけられており、プログラム参

加者による個別の市場調査と現地

法人の訪問のほか、ベンチャーや研

究機関訪問で構成された。企画開

発する中で大切にしたのは「現場を

体感すること」「海外の成長の勢い

を体感すること」「異分野・異業種と

の接点を持ち、視野を広げること」

だ。そこで、リバネスとともに選ん

だ訪問先の1つ目はエビの生産量向

上のための養殖技術を開発する研

究所と実証現場である屋外養殖場。

2つ目は半導体の生産現場を持つ研

究所とそこで半導体の製造技術を

活用し、水性・油性のいずれの汚れ

にも強いフイルム開発を行うベン

チャー。3つ目は、大学内インキュ

ベーション施設と、そこで微生物の

力でサステイナブルな代替牛乳飲

料の開発を行う大学発ベンチャー

だ。カルビー社員は自社の紹介やグ

ループごとに考えた自社の未来の

ビジョンについて発表し、訪問先か

らは、彼らが捉えた課題とそれに対

する事業について熱のこもったプ

レゼンを受けた。はじめは、なぜ異

なる分野の研究者やベンチャーを

訪問するのか、ピンときていなかっ

た参加者らも「自身の担当業務や食

品業界だけに制限せず、もっと視野

を広げて、自分から情報を取りに行

くことが必要だと感じた」「自分た

ちのミッション・ビジョンを語れる

ことは、周りを巻き込む力になると

感じた」と強い刺激を受けたようだ。

 

共感を得やすい環境から
リーダーを育てる

　本プログラム参加者の変化の中

で特筆すべきものは2つある。1つ

は受講生にとっての「グローバル」

の定義の範囲が広がったというこ

とだ。それまではあまり考えるこ

とのなかった「グローバル」という

概念が、タイを実際に訪れることで

「世界の中の一つの国が日本、とい

う視点に変わった」「日本にいても

グローバルに貢献できると気づき、

新しいプロジェクトに加わった」な

ど、自分なりの関わり方が見えるよ

うになってきている。そして、もう

1つの変化は彼らの中に志を持ち、

仲間を巻き込む発信力が芽生え始

めたことだ。CNLP の成果発表会

で行ったグループ発表について流

郷氏は「タイ訪問の前後ですっかり

変わり、聴衆の心を掴めるプレゼン

になりました。現場を見て、リアル

な体験をしたからこそ、思いを乗せ

て話せるようになったのだと思い

ます」。また、集合型研修が受講生

同士の気持ちのつながりも強めた

ようだ。「『同じ釜の飯を食う』とい

いますが、共通の経験を語れるよう

になり、仲間からの共感を得やすく

なったのかもしれません」と流郷氏

は考察する。プレゼン内容を検討

するうえでも共感が生まれやすく

なり、方針を決めやすくなったので

はないだろうか。

　CNLP を経た受講者たちはすで

にそれぞれの志を成し遂げるため

に歩み始めている。しかし、彼らは

決して一人ではない。志を持ち、世

界を視野に入れて話をするときに、

共感してくれる仲間がいるからだ。

共感し、巻き込める仲間がいてこそ、

リーダーもリーダーになれる。グ

ローバルリーダーの育成には、この

ように集団で取り組んでいくこと

もまた効果的なのかもしれない。

（文・伊達山 泉）

▲実証実験場である屋外養殖場の見学

食品開発のためのインキュベーション施設にある共通機器の紹介

▲
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「失敗なんてない」という

言葉に押されて挑戦を続ける

実体験が原動力になる

　2015年に IT システムを開発する

株式会社フォーカスシステムズに新

卒で入社した祷氏は、セキュリティ

製品や IoT の営業を担当し、主に金

融業界、メディア業界や製造業界を

相手に BtoB の業務に取り組んでき

た。転機は2021年の新規事業創造室

との兼務開始だった。国内で研究者

やベンチャー企業との共同研究や事

業開発に関わり始め、右も左も分か

らなかった時期に、「新規プロジェク

トを考えるには、現場の一次情報を

知ることが重要だ」とフィリピン視

察を勧められた。祷氏は、「そもそも

海外に行ったことがなかったので、

いざ行くとなると不安の方が大き

かったです。しかし、自分の殻を破

るために飛び込んでみました」と話

す。そこで、初日から大きな衝撃を

受けた。ショッピングモールがある

ような発展した都市の歩道橋で、子

どもが街灯を頼りに勉強していたの

だ。「カトリック系の教会に通ってい

たので、異文化を頭では理解してい

たつもりでした。しかし、実際に環境

の違いを目にして大きな衝撃を受け

ました。だから、私はフィリピンの

子どもたちの身の回りにある課題を

解決したいんです」。この体験が、フィ

リピンで教育の課題に向き合うきっ

かけだった。さらに、共感できるパー

トナーや向き合う課題を探していた

祷氏は、教育系ベンチャーの Wela 

Online社(以下Wela社)と出会い、

現地の教育や子どもたちを取り巻く

社会課題を知ることになった。

現地を理解し、
考え続ける姿勢

　Wela 社は独自の学校マネジメン

トシステムを、フィリピンの多くの

学校に導入している。彼らの事業は、

登下校時に連れ去られる危険から子

どもたちを守ることから始まってい

る。実際、「校門前に警備員がいて、

入校者の管理を徹底していることも

強く印象に残っている」と祷氏は初

めての学校訪問を振り返る。2023

年3月に彼らを東京本社に招待した

とき、祷氏は首から下げていたビー

コンを取り出し、製品と自身の業務

を紹介した。その場で教育現場での

ビーコン活用に議論が広がり、直後

の5月から現地の学校訪問を開始し

たのだ。

　子どもの数が多いフィリピンでは、

治安の懸念に加え、先生1人あたりで

担当する生徒が多いうえに、午前午

後の二部制の学校もあり、先生にか

かる負担が大きい。また、現地ではス

クールバスの巡回や保護者による送

迎が一般的だが、スクールバスに乗

り損ねる子がいたり、保護者の迎え

時間に校舎内の生徒を探す必要があ

ることも分かってきた。ビーコンを

入社10年目の祷瞭氏は現在、現地の教育機関や企業と協力しながら、同社のビーコンをフィリ
ピンの教育現場に届け、生徒の居場所を保護者や先生が把握できる事業の開発を主導している。
海外経験がなかった祷氏が、同社初のフィリピンでの事業開発を先頭に立って推進するように
なったプロセスを振り返り、グローバルリーダー育成のヒントを探りたい。

株式会社フォーカスシステムズ
  IT イノベーション第二事業本部 ビジネスクリエーション部 

セキュアサービス室

祷 瞭 氏

新時代を担うグローバルリーダーの育て方
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用いれば、子どもたち、保護者、先生

のそれぞれが恩恵を受けるのだ。以

降、約3ヶ月おきに渡航を繰り返し、

学校の課題を丁寧にヒアリングし続

けてきた。その課題1つずつに対し

てビーコンを用いた解決策を提案し

続けることにしたのだ。

挑戦を継続できる環境

　海外への挑戦に対して、祷氏の背

中を押したのが、「誰もやったこと

がないのだから、どんな結果になっ

ても失敗ではない。失敗ではないの

だから思い切りやったらいい」とい

う上司の言葉だ。また、リバネスユ

ニバーシティー (P.29参照 ) 受講時

に学んだ「周りが違うと思っても、

自分がこれを変えてやる、自分なら

できるという勘違い力が大事だ」と

いう言葉も支えになっている。「私

は失敗を恐れるタイプなので、これ

らの言葉が走り続けるための力に

なっています」。海外でのプレゼン

テーションにも積極的に挑戦するこ

とで、自身の成長にも繋がり、大変

だが楽しめるようになってきたと実

感している。

　また、現地にパートナーを持てた

ことも大きい。Wela 社やリバネス

フィリピン社と連携し、こつこつと

学校開拓や事業開発を進めてきた。

2023年11月には3社共催で現地教

員21校を集めるセミナー、2024年8

月にマレーシアで開かれた Science 

Castle in Asia 大会での9カ国から

集まった先生に対するセミナーも実

施し、これまでに100名を超える先

生と関係性を築いてきている。すで

に同社のサービスに興味を持つ6校

では、実際に生徒にビーコンを身に

着けてもらい、学校内や課外授業に

おける実証実験を開始している。

　一方、社内の仲間も必要だ。海外

現地の課題を自分ごととして捉える

ことは難しいのだが、ニーズや自身

の想いを伝えることで、実証実験と

システム開発の協力を得てきた。さ

らに、これまでとは違うチャレンジ

を後押しする姿勢が社内で発信され

ており、今後追い風になることは間

違いない。こうして、自信を持てる

環境の中で挑戦を続けられることに

感謝している。

生み出す楽しみ

　これまでの挑戦の中で、「生み出

す楽しみ」を感じているという祷氏。

IT サービスの導入は日本では業務

効率化のイメージが強く、受託開発

や営業をしていると顧客の要望に応

える受け身の姿勢になりがちだ。そ

れに対して、フィリピンの教育事業

は1人1人の日常が変わる可能性を

実感することができ、自社サービス

の価値を改めて捉え直すことに繋

がった。だからこそ自らが主体とな

り、フィリピンの子どもたちが安全

な環境で育っていくために必要なこ

とを考えながら事業開発を進めてい

る。そしてその気持ちをより強くす

るのは、フィリピンの子どもたちの

姿だ。以前、フィリピンで実施した

サイエンスワークショップで、子ど

もたちが非常に強い関心を示したこ

とが印象に残っている。「テクノロ

ジーが当たり前にないからこそ、新

しいものに興味を持ってくれる」。

祷氏は、テクノロジーを現場に届け

ることは、課題解決だけでなく、こ

れからのフィリピンを創る子どもた

ちを育むことにもなると確信してい

る。その意味でも、今の取り組みに

より、将来彼らと一緒に日本とフィ

リピンの架け橋になれたら嬉しいと

感じるようになった。さらなる社内

外の巻き込みについて、「自分自身

が現地に行って分かったように、フィ

リピンは若い世代の勢いと成長がす

ごく、可能性がある国だと知っても

らいたいです。そして子どもたちの

姿を直接見て、現地の課題や未来へ

のワクワク感を肌で感じてもらうと

ころから始めたいと思っています」

と意気込んでいる。

(文・塩川 雅貴）

フィリピンの学校でビーコンの説明をする祷氏
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現地密着型の課題解決に、

リーダー達が一丸となって

取り組む

自社の価値が発揮できる
東南アジア各国を、
社員と共に巡る

　イノカが発明した「環境移送技

術」は、海をはじめとした水域の自

然環境を、水槽を用いて陸地で再現

する独自の技術コンセプトだ。これ

を、世界の様々な海洋環境の保全や

再生に役立てようと使命感を持って

事業に取り組んでいる。最初の海外

での活動は、2020年8月に発生した

モーリシャス沖の貨物船座礁事故対

応だ。株式会社商船三井からの要請

を受け、環境影響調査のサポートを

行ったのだ。その後、2021年頃から

TNFD* の動きや生態系への意識の

高まりを受け、東南アジアに注目し

ていった。ヨーロッパ主導の TNFD

では陸上の生態系に注目されること

が多い。対して東南アジア各国での

取り組みは希薄だが、サンゴ礁が多

く何よりもイノカの強みが生きる環

境だったのだ。高倉氏と役員や初期

メンバーである4名がそれぞれにシ

ンガポール・マレーシア・フィリピン・

タイなどを訪れ、現地の研究者との

つながりを築いていった。2024年

初頭には、イノカの社員数は15名ほ

どに成長し、グローバル展開を見据

えて複数の社員と共に海外での活動

を増やしていた。ビジョンに共感す

る生き物好きな社員が増えてきた一

方で、活動が発散的になっているこ

とに高倉氏は気づきはじめていた。

国内事業の立ち上がりもこれからと

いう段階だ。ともに東南アジア訪問

を行っていた経営顧問のリバネスの

丸からも「落ち着け」と言われ続け、

本格的にグローバル展開をするため

には、イノカが目指す方向性を固め

経営体制を整え直す必要性を理解し

ていったという。

海外展開を急ぐ気持ちを抑え、
社内体制を増強

　そうして経営体制の立て直しに着

手した高倉氏は「イノカに人生をかけ

てくれるか」と全社員に問うた。今い

る15人はイノカのファウンダーだと

いう思いが強かったため、当初は15

人全員を取締役にしようとしたとい

う。流石に取りやめたが、この経験か

ら、当時の高倉氏とアクアリストであ

るCAO（チーフアクアリウムオフィ

サー）の増田氏ら4名の取締役だけで

は不足している要素に気がつけたと

いう。その結果、まず国内外での研究

力を高めるためタイ出身で博士号を

持つピート氏、教育分野を強化するた

めに次世代との繋がりが多い松浦氏、

そして細やかな渉外を得意とする勝

西氏の3名が新たに取締役に就任する

に至った。全員が自己資金で株を持

ち覚悟を決めた、共にイノカに人生を

環境移送技術を核とするベンチャー企業イノカは、「自分たちが好きな自然を見つづける。」と
いう理念を掲げ、早くから世界展開を視野に入れてきた。創業から5年経った2024年10月に
Innoqua Asia Sdn. Bhd.（以下「イノカアジア」）を立ち上げた。イノカの躍進から見えるグロー
バルリーダー像はどのようなものだろうか。代表の高倉葉太氏に話を聞いた。

株式会社イノカ 代表取締役CEO

高倉 葉太 氏

新時代を担うグローバルリーダーの育て方

*自然関連財務情報開示タスクフォース
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かける仲間だ。現在はメンバー15名

のうち7名と、取締役の割合がかなり

高い構成だが、高倉氏は「取締役をど

のようなものと捉えるのかは自分た

ち次第。人数が多くて困ることはな

い」と語る。こうして社内体制を整え、

2024年7月にいよいよ海外子会社設

立に向けて活動を開始した。

可能性を感じたマレーシアで、
チーム一丸となって取り組む

　新たな経営メンバーは共に東南ア

ジアを回っていたメンバーでもあっ

た。メンバーそれぞれが現地で得た

経験をもとに、最終的に子会社を立ち

上げる国にマレーシアを選んだ。人

口密度が高くなく、土地も豊かで藻の

育成に適している点、治安も安定して

いる点が魅力的だった。法人設立費

用や人件費を抑えながら、グローバル

企業のアジア拠点が多いシンガポー

ルに出張ベースで通えるという立地

条件の良さもマレーシア進出を後押

しした。そして、現地への訪問を続け

る中で、研究力の高いマレーシアの大

学で、多くのサンゴや海洋環境の研究

者に出会うことができていた。さら

に、新たな可能性も見出しつつあった。

日本と比較して、マレーシアは海洋環

境に恵まれているにもかかわらず、そ

れを充分に活かしきれていないのだ。

例えば牡蠣の8割は輸入に頼っている

のが現状で、イノカの技術が漁法や養

殖技術を向上につながればこの現状

を打破することができる。

　そして、進出の足がかりとすべく、

ディープテックハブCenter of Garage 

Malaysia内にイノカの技術の核とな

るサンゴ水槽を設置するところから

スタートした。サンゴ育成の専門家

であるCAOの増田氏は、初期は英語

すらもままならない状態で強く不安

を感じながらも、現地のネットワーク

のサポートを得ながら、たった1ヶ月

で無事に現地ラボの立ち上げに成功。

そして2024年10月、ついにイノカア

ジアを設立することとなった。イノ

カアジアの取締役を兼務することに

なったのは、ピート氏だ。語学力と研

究力を併せ持ち、同時に経営者として

の覚悟も決まっていたため自ら希望

して就任し現地で会社立ち上げに向

けて奔走した。その他、取締役となっ

たそれぞれが自らの強みを活かして

リーダシップをとり、一丸となって取

り組んだのだ。今後は早速MOUを結

んだマレーシア科学大学（USM）と連

携し国内の水産業の強化などに貢献

していく予定だ。

真のグローバルリーダーとして、
ローカルイシューに取り組む
 

　海外進出を開始した今、高倉氏は、

グローバルリーダーのあり方に警鐘

を鳴らす。「グローバルリーダーが

取り組むこと、というと地球温暖化

等地球規模の課題だと思います。で

も、これは結構危険で、実際は何の

課題解決にもつながらない。ローカ

ルの課題にフォーカスを置いて、そ

れに対して柔軟な対応ができる必要

があると思います」。この考えから、

高倉氏だけではなく社員それぞれが

現地で発見した課題感をもとに次々

とプロジェクトを生み出し続けてい

る。少し車を走らせればすぐに広大

な自然が広がるマレーシア。圧倒的

なスケールを持った熱帯の生態系で

は、生物の一種を救うことで莫大な

面積の自然を救うことができると確

信している。サンゴの保全事業から

始まったイノカの経験と、「環境移送

技術」の貢献できる可能性が桁違い

に広がっていくのだ。マレーシアの

先にはアフリカ、そして最後はアマ

ゾンに行きたいと遥か先を見据え夢

を語る高倉氏。メンバー全員がビジョ

ンを共有し、一丸となって課題解決

に取り組んでいるイノカの姿からは、

組織全員がリーダーとなって世界に

打って出る、新たなグローバルリー

ダー像が見えてきた。

（文・秋永 名美）

Center of Garage Malaysiaでの水槽設置作業の様子マレーシア科学大学とのMOU締結式の様子
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現地の課題に取り組む熱意ある人の前に、

自社の代表者として立つ

1.現地の課題を自らの目で見る

2.会社の代表として、現地の人の前に立つ

3.巻き込める仲間がいる3.巻き込める仲間がいる

新時代を担うグローバルリーダーの育て方

東南アジアのベンチャーと対峙しリーダーシップを学ぶカルビー株式会社。社員個人に挑戦の機会を与え、実業を作
りながら育成する株式会社フォーカスシステムズ。社員全員がリーダーとして振る舞い、圧倒的スピードで海外進出
するベンチャー企業株式会社イノカ。三者三様の取り組み方ではありますが、グローバルリーダーへの成長に影響す
る3つの共通点がありました。

このような経験を踏むことで、必ずしも過去にグローバルな経験を積んだ人材でなかったとしても、グローバルリーダー
として活躍しうる可能性が見えてくるのです。そして、こうした機会をいかに効果的に生み出して行けるかが、今後
の人材育成の鍵となっていくのかもしれません。

すべての場合において、育成対象者は課題のある「現場」を訪問しています。現場で課題を直接見聞きし、課題の解決
を目指している人たちと意見を交わす。この経験によって、課題解決が自分ごとになり、具体的に助けたい人たちが
思い浮かぶ状態になります。会社の決定により取り組む受け身の海外進出ではなく、自らが意義を感じて主体的に
取り組む海外進出へと意識が変わり、リーダーシップを発揮できるようになっていくのです。

グローバルリーダーへの一歩を踏み出した人たちは、現地で自社の代表者として話す機会がありました。カルビー
の場合には、そのようなプレゼンテーションの機会を研修の一部として意図的に作り出していました。現場で対話
する相手は本気で課題に取り組んでいるため、自分たちも本気で応対しなくてはなりません。話をする中で会社の
ビジョンを自分ごととして語れるようになり、その結果仲間が増えていくことを実感します。また、ビジネスを実際
に進める段階になってくると、その場で自らのアイデアを発信する機会も増えていきます。これらを通して会社の
一社員、誰かの部下という意識から、自分自身が企業を代表して事業を行っている意識へと変化していきます。

以上の2つの経験を経たうえで、社員が社内で孤立することのない環境が大切です。似た経験を持つ同僚や挑戦をサ
ポートする上司、同じ目線で目標を追求する仲間の存在がそれぞれの活動を支えていたことは間違いないでしょう。
リーダーは誰かにそう認められてこそリーダーたり得ます。周囲で最初に巻き込まれる人の存在が、社員をリーダー
へと変えていくのではないでしょうか。
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課題と熱意ある人により効果的に出会う

渡航型グローバル研修

ディープイシューとそれに取り組む熱意ある人が集まるリバネスのプラットフォーム

社員が主体的にリーダーシップを発揮するためのマインド醸成

基本研修プログラム

リバネスでは、ともに世界の課題を解決するグローバルリーダーを日本中に増やしていきたいと考えています。しかし、
現地で良質な問いや熱意ある活動的な人材、現地のキーパーソンに巡り合うまでには多くの時間を要します。そこで、
我々がこれまでに東南アジアで築いたプラットフォームとサイエンスブリッジリーダー育成のためのマインド醸成
の仕組みを社外向けにも開放しています。具体的な海外進出検討を行いながら、担当の方の人材育成をサポートする
ことが可能です。

2014年にシンガポールで開始したのをきっかけに、東南アジア6カ国においてディープテック領域のアントレプ
レナーを発掘・育成し続けています。また現地大学等複数の研究機関とMOUを締結しています。シンガポール、
マレーシア、フィリピンのグループ会社に在籍する現地社員とともに、一人ひとりの研究者、起業家と対話をしな
がら築いてきたつながりです。これらをもとに、各国の本質的な課題とその現場、その道の第一人者にアプローチ
することが可能です。

研修を通して東南アジア各国の情報をお伝えするだけでなく、社員が自分ごとで会社のビジョンや現地での事業
プランなどをプレゼンテーションできるようにサポートしています。リバネスでは新たなリーダーが持つ思考法
としてQPMIサイクルを提唱しており、これに基づいて社員自身の内面を言語化することでプレゼンテーション
のブラッシュアップを行っています。

右記は、現地での新規事業立ち上げを念
頭においたプログラムです。海外進出に
向けての社内状況や育成したい対象に合
わせて、プログラムを設計いたします。実
施期間は4ヶ月程度です。

※渡航時期については個別対応も可能ですが、より効
果的にプラットフォームをご活用いただくため弊社
が実施する各国でのイベント実施に合わせていただ
くことをお勧めしています。

東南アジア
6カ国で発掘した
累計チーム数

1604チーム

[ お問い合わせ先 ]  株式会社リバネス 人材開発事業部　伊達山　[Mail] hd@lnest.jp

現地にて実施した研究者・アントレプレナーが一堂に会する学会の様子



24

異分野のコラボレーションを
加速する方法とは？

専修大学大学院 文学研究科 心理学専攻　吉田 光成 氏

ダイバーシティーの強化や異分野連携によるイノベーションの創出など、立場・専門性の異な
る人と人との連携をいかにして加速し、新たな価値を組織の中に生んでいくか。産業界で関心
が高まりつつあるこのテーマについて、コミュニティ心理学の視点から研究を進める専修大学
の吉田 光成氏に話を伺った。

ひ
と
と
組
織
の
研
究
開
発

関係と心を研究する
コミュニティ心理学

楠 : まずは、吉田さんの専門である

コミュニティ心理学について教え

てください。

吉田 : もともと学校組織でのメン

タルヘルスに関心があり、社会福祉

や社会心理学を学びながら、教師と

スクールカウンセラー (SC) の連携

の研究を行っていました。学校カウ

ンセリングでは、教師と SC という

異質な2者の連携が必要です。これ

をいかにうまく結びつけられるか

と考えたのが始まりでした。その

中で、専門職や働く人のメンタルヘ

ルス、異なる専門性をもつ人たちの

関係とそれを取り巻く組織のあり

方へと関心が拡大していきました。

　コミュニティ心理学は、日常場面

の中での関係と心の研究といえま

す。当事者の内面だけを見るので

はなく、環境やその人たちを取り巻

く人間関係すべてが連続的に影響

し合っていると考えます。前述の

学校現場でいえば、教師と SC の周

囲には「他の先生」や「保護者」など

も存在しますよね。一般的な臨床

心理学では、一対一のカウンセリン

グで当事者の心にアプローチしま

すが、私たちは当事者を取り巻く環

境とその中で動く心に注目します。

ときに組織の中に入り、対人関係や

労働環境などをつぶさに観察する

ことなども行います。

楠 : 吉田さんはリバネスの子会社

である「リバネスキャピタル」とと

もに、シード期ベンチャーにおいて

創業者の右腕となる CFO 人材に求

められる役割・行動・価値観につい

て研究されていましたが、それもつ

ながっているんですね。

吉 田 : そ う で す ね。CEO、CFO、

CTO、営業担当者など、それぞれに

立場や専門性が異なる人たちが一

つのチームでうまく連携していく

にはどうしたらよいのか、という点

で私の興味と大いにつながってい

ます。一貫して興味があるのは「異

なる立場・専門性を持つ人達が集ま

るチーム・集団での関係性構築」で

すね。

「つながり」と「独自性」の
クロスポイント

楠 : 「専門性が異なる人同士のコラ

ボレーションはいかに起こるのか?」

というのは新規事業や越境的な研

究テーマの創出という点からも、と

ても関心があります。個人の「良さ」

を考えることに比べて、「良い組織」

や「良いチームワーク」を考えるこ

とは難しいように思います。「良い

コラボレーションができている状態」

に関するイメージはあるでしょうか。

吉田 : 最近考えているのは、大きな

視点で見れば個人もチームも一緒

だ、ということです。どちらも他の

存在とのつながり ( 類似性 ) なしに

存在できず、同時に、アイデンティ

( 独自性 ) を失っても存在意義を

失ってしまいます。「あそこは他の

『地球貢献型』のひとと組織を研究開発するべく、多様な分野の研究者と議論する。
（聞き手：株式会社リバネス ひとづくり研究センター センター長　楠 晴奈）
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部署と同じことをやっている」とな

ると、「ではどうして必要なんだろ

う」となってしまいますよね。一方

で、アイデンティティが強くなるほ

ど他者との切り分けが強くなり、今

度はつながりがもちにくくなります。

ですから、「つながり」と「アイデン

ティティ」の適切なバランスが、異

なる2者のコラボレーションの成否

に大きく影響すると考えています。

楠 : バランスが重要ということは、

「つながり」が強すぎても良くない

ということでしょうか。

吉田 : はい。例えば、既存の環境で

あまりつながりが感じられないか

らこそ、組織外に出て「クロスポイ

ント」をつくれる相手を探す、とい

う動きが生まれたりするわけです。

その場合はつながる側も、相手の独

自性を担保しながら、どの部分でつ

ながれるだろうかということを考

えることが重要でしょう。

多様性の中で、
類似性をマネジメントする

楠 : リバネスでは長く「超異分野

学会」を開催しています。異分野

の研究者はもちろん、企業や自治

体、町工場の職人、中高生など多様

な人材が集まり、それぞれの興味

や課題意識を起点に新たな研究を

生むという挑戦的なコンセプトで

す。今年の超異分野学会では吉田

さんにもポスター発表をしていた

だきましたが、コミュニティ心理

学の視点からはどのような場に見

えたのでしょうか。

吉田 : 冒頭の開会式で、参加者全

員が「さぁ、研究だ！」という掛け

声をやっていましたよね。非常に

多様な人が集まっている中で、最

初の時点で「共通性 ( 類似性 )」を

つ く っ て い る 点 が と て も 興 味 深

かったです。

　一般的に、知り合って初期の人同

士のコミュニケーションは類似性

を探すことから始まります。類似性

はつながりの原点だからです。例

えば出身地や好きな物といった表

層的な類似性です。ただ、類似性に

フォーカスしたままでは、それ以上

関係が進みません。共に何か課題

解決をしようにも、似たもの同士で

は同じアプローチしかできないか

らです。その先に進むためには、「自

分が苦手なこと」と「相手が得意な

こと」をうまく組み合わせていくこ

とが必要です。互いに自己開示をし、

どの部分が違うから何の役割を分

担できるのかということを繰り返

していきます。この移行段階では、

ある種の「対人葛藤」が生じますが、

最終的には互いの異質性 ( 独自性 )

が課題解決と関係維持の両面で重

要になります。

　ただ、最初の段階で互いの違いが

見えすぎると、そもそもの関係が生

まれません。ですから、多様な人々

を集めながらも、「この部分は一緒

ですよね」というフレームをいかに

マネジメントするか、ということが

超異分野融合のキーポイントなの

ではと思います。

楠 : 最初のタイミングで「いかに一

体感をつくるか」というのは企画段

階でも大事にしているポイントで

したが、そこまで深い意味があると

は発見でした。

吉田 : 昨今は多くの企業がダイバー

シティの観点から障害者雇用や女

性幹部登用などに取り組んでいま

すが、こちらも異質性の話だけをし

ていてはうまくいきません。多様

性をつくりながらも、同時にいかに

類似性をマネジメントするのかと

いう発想がなければ、組織としての

成果は得られないのではと考えて

います。

楠 : 「葛藤」も必要である、というの

は面白いですね。葛藤を促すよう

な仕掛けづくりもできたら面白い

ですね。

吉田 : はい。人間関係上の葛藤や衝

突は、一種の自己開示として関係の

進展に必要な要素です。うまくバ

ランスが取れる仕掛けをつくって

いきたいところです。

楠 : ぜひ一緒に研究したいです！

本日はありがとうございました。

吉田 光成 氏 

修士 ( 社会学・心理学 )。東京国際大学 社
会学研究科、専修大学 文学研究科、同大
学研究科博士後期課程に在学中。専門は、
臨床社会心理学、集団力学およびコミュ
ニティ心理学。異質な他者間および組織
間の適応的関係にみる類似・異質性を基
盤テーマとし、多様な領域や現象を研究。
学校組織での教師とスクールカウンセラー
の連携、恋愛関係での蛙化現象、地域コ
ミュニティでの子ども食堂組織、シード
期研究開発型ベンチャーの経営チームな
ど。インタビューやアンケートなど複数
の研究法を用いている。
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今、多くの企業が『子どもたちに自社を伝える活動』を始めています

共育プログラム
「人材のサステナビリティ」の考え方に基づき、自社の理念や技術を分かりやすく伝える世代研究者育成プログラムを導入する企業

が増えています。プログラム開発の流れや企業視点の Q&A から、共育の可能性をさらに紐解いていきます。

本プログラムでは、「未来の仲間づくり」を mission に、貴社社員が子ども向け（主に中高生）の体験教室や、単発で終わらな

い次世代研究者育成のプログラムを実施します。子どもが本物を通じて学ぶ機会と、貴社社員が伝えることで学ぶ機会の両輪と

なっている点が特徴です。

多様な知識、キャリアに触れる機会
学ぶ「意欲」に繋ががる社会との接点

相手を理解する洞察力
ビジョンを明確にし、語る力

社内ヒアリングを元に、貴社の理念および技術と教育現場と
のリンクを探求。また、人材育成の目標について決定します。
方向性に基づいて、研修内容の設計や共通の体験部分などを
企画します。

コミュニケーションやプレゼンテーションなど、専門外の
相手に自分や自社の技術を伝えるために必要な考え方を、
リバネスのコミュニケーターが伝えます。

社員の方がメインスタッフとして体験教室を実施します。
子どもたちと向き合い、コミュニケーション、プレゼンテー
ションを通じて体験教室を成功に導きます。

教育プログラムの準備プロセスが、貴社社員にとって最も重
要なトレーニングの場です。サイエンスブリッジリーダー ®
育成に長年従事する、リバネスのコミュニケーターとともに、
目標設定、自身の深堀、伝える言葉の作りこみを行います。

2万人を超える株式会社リバネスの学校教員ネットワークの中か
ら手を挙げてくれた学校とプログラム実施を行います。学校の生
徒の様子や先生の要望に合わせ、企画をカスタマイズしていき、
クライアントに求められる教室を作るという体験ができます。

一連のプロセスを通じたフィードバック及び振り返りの場を
用意します。参加社員はプログラムを通じて学んだことを
棚卸し、自身の仕事に繋げるため、次の行動を決めます。

共育プログラムの流れ

共育プログラムの概要

子どもの学び
自社の魅力やビジョンを伝え、

未来の仲間を集める

「本物」に
触れて学ぶ

伝える
ことで学ぶ

社員の学び

教育プログラムのテーマ及び、
人材育成ポイントの設計 教育プログラムの開発

学校の要望に合わせて
カスタマイズする

振り返り

座学研修で
考え方を整理する

子どもたちに伝える

1 2

4

6

3

5

貴社の社員教育次世代の育成

リバネスの人材開発プログラム
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リバネスの人材開発プログラム

27

共育プログラムのお問い合わせ 株式会社リバネス　人材開発事業部・教育開発事業部
TEL  03-5227-4198  /  Email   hd@lnest.jp  ( 担当 : 立花・河嶋 )

以下のような課題感を持つ組織におすすめです。

Q なぜ、子どもたちに伝えることが研修になるのか？
A 「伝える」ことが最も難しい相手だからです。

Q 何が鍛えられるのか？
A 未来を描き、ビジョンを語る力です。

本研修では、社員が自社の技術や製品を使った体験型

の教育プログラムを開発し、子どもたちに自社がどん

な課題への貢献を目指して技術を磨いているのかを伝

えます。その中で社員は密に子どもたちとコミュニケー

ションを取り、どのような思いで働いているか、どん

な未来を創っていきたいのかを伝えます。

株式会社リバネスでは、創業時から、研究の魅力を

現場の研究者が伝える「実験教室」を実施してきま

した。子どもたちとのコミュニケーションを通じて

分かったことは、「科学のおもしろトピックスで子

どもの心が動くわけではない。子どもたちに響くの

は研究者自身の情熱や研究に対する姿勢・ビジョン」

だということです。

社会の発展とともに、企業の社会的責任や期待は大

きくなっています。多くの人が多様な考えを持ち、

簡単に情報を入手できるようになった今、これから

の社会で企業が社会に伝えていくべきは製品やサービ

スという外から見える自社の姿だけではなく、どのよ

子どもに分かりやすく伝えるためには、専門用語をす

べてかみ砕く必要があります。それは十分な理解がな

ければできません。また、子どもならではの「なぜそ

の研究が必要なの？」「その仕事のどこが楽しいの？」

という本質を突いた質問に答えるために、伝える内容

を深く掘り下げ、根幹の理解が必要です。子どもに伝

えることを通じて、社員は多くの事に気づき、学びます。

うな思いで製品を作り、研究開発をし、仕事をしてい

るのかのストーリーではないでしょうか。

一方、組織の中で自分のビジョンや思いを会社を代

表して語る機会はなかなかありません。そのため、

自社のビジョンの意味や自分のビジョンとどのよう

に繋がるのかを 1 人 1 人が考える機会は組織の中で

あまりないのではないでしょうか。リーダーシップ

を発揮できる人材の不足や離職の増加などにはそう

した背景があるのかもしれません。

この活動を通じて、組織のビジョンを理解し、その

一員として自分は何をしたいのかを考え、語る力を

鍛えることができます。

・顧客への意識が若手社員にまで十分に育っていない
・訓示以外に自社理念を浸透させる機会を作りたい
・リーダーシップを発揮できる人材が不足している
・社員の離職率が気になっている
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本コーナーでは、自国の外に出て海外で挑戦をする、様々な
アントレプレナーを紹介します。彼らの体験談を通じて、
自国にいるだけでは見られない世界の課題をお届けします。

現地の人とともに進める異国での挑戦で、
自らの可能性を拡げる

Hirata Precision Philippines Inc. Vice President 近藤 芳充 氏

シート加工、ゴム製品、金型、樹脂成形品の製造・販売を行っている株式会社ヒラタは、
1952年9月に創業した商社である平田商店に端を発する。海外製のゴム製部品を取り
扱っていたが、品質の悪さ等から外注をやめ、自社製造に乗り出した。市場の拡大に伴い、
東南アジアで事業を開始し、2014年8月、次に大きく成長すると考えたフィリピンに進
出した。会社を立ち上げたのはフィリピンを製造拠点として活用する海外企業が進出
している経済特区だ。現地での納品を求める顧客のニーズに答えて、貿易倉庫業から始
め、設立半年後に製造業に参入した。

企業の挑戦の中で見える
自らの可能性に

　もともと海外での活動に憧れが

あった近藤氏がフィリピンに渡っ

たのは1999年1月、前職の商社で

現地子会社を立ち上げたためだっ

た。海外で1からの会社設立は、や

るべきことばかり。とにかくこれ

が楽しい経験だったという。「やる

ことが多いからこそ、今まで気が

付かなかった自分の新たな可能性

に気がつきます」と海外での挑戦

の価値を語る。その後、近藤さん

が選んだのがヒラタだった。なぜ

なら、1からの会社立ち上げを目指

していたからだ。製造業の経験は

なかったが、前職の商社時代にヒ

ラタの取引先となりそうな業種と

の関わりがあったことも後押しと

なり、2014年、中国での業務経験

があった日本人社員と、現在も在

籍する Cherry Supan 氏の3名で

活動を開始した。

現地の文化に合わせることが
成功の鍵

　会社経営にあたって、近藤氏が

強く意識していたことは、「日本の

やり方はそのまま通用しない」と

いうことだ。特に現地スタッフの

スピード感は大きく異なり、日本

人と同じように指示しても期日通

りに頼んだものが出てこないとい

うのは日常茶飯事だ。「文化も育っ

た環境も教育も違う。全く異なる

人種なので」と近藤氏は受け止め

る。とはいえビジネスの相手は日

系企業が多く改善は必須だ。そこ

で近藤氏は現地スタッフの特性を

理解したうえで、共に対策を考え

日本人側の行動も変えていった。

そうやって、互いに成長しながら

取り組んできたのだ。困ることも

多い一方で、陽気で優しく人情味

のあるフィリピン人たちに助けら

れてもきた。「もし自分一人で事業

を立ち上げていたら失敗していた

でしょう」と、現地の人と事業に取

り組む重要性を語る。

現地に根ざし、国の変化に合わせて
ビジネスを発展させる

　海外進出するにはインターネッ

トの情報やコンサルに頼るだけで

は不十分で、必ず現地に足を運ぶ

べきだという近藤氏。渡比後約20

年が経ち、現地の人々の生活レベ

ルは大きく向上してきた。そこで

新たに見えてきたのが国内市場の

可能性だ。近藤氏はフィリピン国

内製造業者向けのビジネス開始を

見据え、新たな拠点開設にむけて

動き出している。このような場面

でも現地の人々の存在や、彼らか

ら得られる情報は重要であり、ター

ゲット顧客の選定から渋滞を避け

られる土地の選定まで、現地の人

と仲良くならなければ成功はない。

異国の地で、その土地の人と長年

事業を作って来たからこそ、現地

へ根ざす重要性を誰よりも近藤氏

は知っているのだ。

（文・イェブジェニ・アスター・デューリヤ）
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人材育成のオープンイノベーションを起こし、
地球貢献型リーダーを育成する

リバネスユニバーシティー

「個人の成長のため」「会社の成長のため」といった個人や組織に閉じた目的ではなく、分断した視点から一旦距離を

置き、広い視野を備えた地球貢献型リーダーを育成すること。それがリバネスユニバーシティーの最終的な目的で

す。そのためには、これからの地球に必要な人材について考えながら、多様な企業の人材育成の概念を混ぜ合わせて

組織も業界も年代も関係なくオープンに学び合う場が必要だと考えました。

全く異なる価値観、思考、専門性を持った人同士が熱を持ってぶつかり合い、化学反応が起こる。それによって新しい

化合物が生まれエントロピーが増大するのではないでしょうか。それこそが、大規模で複雑な課題を解決する

突破口になるはずです。
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 スキルアップではなく
 概念シフトを起こす

リバネスユニバーシティー
「地球貢献型リーダーを育成する」をビジョンに掲げ、多様な組織の人材が集まり、学び合いながら、

越境的なプロジェクトを生み出す場としてリバネスユニバーシティーは多様なコースを開発・運営しています。

特徴

1

特徴

2

特徴

3

「先生」はいない、自ら思考し、
実践して知識を創る
リバネスユニバーシティーには「先生」は存在し
ません。教えてもらうのではなく、自分で考えて
やってみる。質問に答えるのではなく自ら問いを
発する。これがリバネスユニバーシティーでの学
び方です。

ビジネスを共生型へシフトさせる
「ブリッジコミュニケーション」
の概念
市場を１から作っていくような活動においては、

「伝える」ことができなければ、その価値は認めら
れず、仲間を集めることもできません。分断した
向こう岸へ「橋」をかける強力な概念が必要です。

多様性のある学びを実現する
「カレッジ制」

核となるカリキュラムと「地球貢献型リーダーの
育成」という共通のゴールをベースとして、そこ
に各カレッジ主催企業のアセットを組み合わせ
ることによって、多様性のある学びを実現します。 カレッジA カレッジB カレッジC



31

リバネスユニバーティーのコースの基本型

参加者が得られるもの

リバネスユニバーシティーが運営するコースの詳細はこちら　https://univ.lne.st/

すべてのプログラムは「座学」ではなく、他流試合でチームを作り、地球貢献につながるプロジェクトを構想します。

自分の常識を変える

自社に「異分子」の
思考を持ち帰る

新たに仕掛ける
テーマに初速をつける

組織や肩書きを取り払い、異分野・異業種・異世代の全く異なる価値観・思考を持った人材が集
まり、１００年先の未来に思考を飛ばして「地球貢献」を本気で考え実践しながら自分の価値観、
マインド、行動を変化させる。それがリバネスユニバーシティーが開発・実施するコースです。

「アジア最大級の中高生との研究プロジェクト」「超異分野学会」「テックベンチャーのエコシ
ステムの開発」など、年間200以上のプロジェクトを創出する研究者集団リバネスが20年かけ
て蓄積した「ブリッジコミュニケーション」「QPMIサイクル」といった独自の概念を学びます。

3〜4ヶ月という短期間の中で、「仮説を立てて小さく試す」を繰り返し、具体的なプロジェク
トを構想・実践するという実践型のプログラムです。コース受講は始まりであり、受講後に仕
掛け続ける初速をつくる場です。そのプロセスの中で結果的に成長していきます。

講義 ゼミ 個別活動

講師やゲストスピーカーとのケースス
タディやディスカッションを通じて、自
分の価値観、マインド、行動を変化させ
る考え・行動を身につけます。

共に地球の課題を解決する事業（活動）
をつくる！というパッションを持った
プロデューサーと、実現に向けてスピー
ド感を持って仮説検証を繰り返す次の
一歩を決めていきます。

自身も新規テーマ創出に取り組み、多様
な個のネットワークを持ったコミュニ
ケーターと、次の一歩を実行します。さ
らに必要な知識のインプットも行います。

講
義

ゼ
ミ

講
義

ゼ
ミ

講
義

ゼ
ミ

講
義

ゼ
ミ

個を瞬発的に
チームに
していきます

今すぐに
できることを

その場で
決めます

徹底的に
削ぎ落とし
本質を

見極めます

本気で応援
できる

チームと
次を仕掛けます

個
別
活
動

個
別
活
動

個
別
活
動

１回目 2回目 3回目 4回目
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既存に囚われず試行できる
場所を構築した3年間

松原 : 一組織に閉じない学びの場が

大事だという思いで、パートナー企

業とともにカレッジ立ち上げを加速

した結果、3年間で4カレッジ、6つ

のコースに広がりました。率直に振

り返ってみていかがでしたか。

花井 : これまで多くの企業を見てき

ましたが、ひとたびヒット商品が生

まれると、それが成功の法則となっ

てしまって、既存概念として確立し

てしまう。それが崩せないのが問題

だと思っていました。だからこそ、

実証した結果から、新しい仮説を立

て、次の実験をして、また実証をし

ていく L-Univ. は壮大な社会実験を

やっている感覚でした。企業で不足

しがちなこの繰り返しをし続ける場

ができたら社会が変わるだろうと。

松原 : 「仕掛け続けられる場」とい

うのがポイントですね。成功例が既

存概念化し始めたときに、それを打

開できない理由はどこにあるので

しょうか。

花井 : 会社の中にいると、どうして

もヒット商品を事業として広げてて

いく方が評価されやすいですから、

そちらが主流になってしまう。つま

り「新しい仮説で実験を繰り返しで

きる人材」を育てにくい組織になっ

ている。いわゆる改良研究ばかり進

めていると、近い将来の売上を立て

ることはできますが、環境が変わっ

た時には生存できなくなってしまう

可能性がある。だから基盤研究をや

めてはいけないんです。L-Univ. は

今の大手企業にとっては、自社内で

はできない、基盤研究のような新し

い仮説を生み出し実証する場として

機能しているのではと思います。

 
強力なネットワークができる
仕組みづくり

松原 : やってみて難しいと感じたの

は、カレッジのコースの中では、自

分のやりたいことを軸に、活動的に

多
様
な
カ
レ
ッ
ジ
を
つ
な
ぎ
、

熱
を
持
っ
た
個
が
縦
横
無
尽
に
仕
掛
け
ら
れ
る

「
ユ
ニ
バ
ー
ス
」を
開
発
す
る

花井 陳雄 氏松原 尚子
リバネスキャピタル 取締役
リバネスユニバーシティー 前理事長

株式会社リバネス 執行役員 CBO
リバネスユニバーシティー 新理事長

東京農工大学大学院農学府生物生産科学部門修了、修士（農学）。
研究開発事業から経営管理、地域開発、教育開発など様々な事業分
野を経験し、2012年より執行役員に就任。大手事業会社や地域中
核企業の新規事業の立ち上げや戦略的運営を担うと同時に、ベン
チャー企業の研究開発・事業開発のサポートなどを行う。また、経
営企画室において自社のブランディングや人材育成の企画開発を
担い、組織の基盤強化と価値向上にも取り組む。

医学博士。1976年に協和発酵工業株式会社に入社後、抗体医薬の
研究開発における第一人者として活躍。2003年には、自らが開発
した抗体医薬関連の技術導出のため、米国BioWa社を設立、社長
に就任して会社運営を担った。協和発酵キリン株式会社発足後は
開発本部長として数多くの製品開発を指揮、2012年に代表取締役
社長に就任し、自身が創製・開発に関わった各製品の上市を果たす
とともに、国内外大手製薬企業との提携や英国でのM&Aも実現。
2018年代表取締役会長、2019年取締役会長に就任、2020年3月に
退任し、同年5月より株式会社リバネスキャピタル取締役に就任。

「地球のために」という極めて広い視野で物事を考え、行動できる地球貢献型リーダーの育成を目指
して始まったリバネスユニバーシティー（以下、L-Univ.）。この壮大なチャレンジを進めるために
研究者であり、かつ産業界でもトップを経験した元協和キリン代表取締役会長の花井氏を理事長
とし、スタートして3年が経過した。実際に受講生による実証プロジェクトが生まれるカレッジを
立ち上げ、推進してきた松原が理事長のバトンを引き継ぐことで、次なるチャレンジの仕組みを
強固に進めるときがきた。
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チャレンジできているのに、会社に

戻ると、受け皿がなく、活動が止まっ

てしまうことでした。そんな中、あ

る会社の方に、「副業の時間でリバ

ネスで活動し、カレッジで立ち上げ

たプロジェクトを進められるよう

な座組があれば良いのではないか」

と言われたんです。カレッジ修了

後すぐに自社に持ち帰ってもらう

のではなく、リバネスのようなベン

チャーへの出向受け入れの仕掛け

もこれからつくっていきたいと感

じました。

花井 : そのプログラムはとても重要

だと思いますね。どの企業も既存概

念の中で動いているため、戻ったあ

とも持続するのはなかなか難しい。

だからこそ、既存ではない枠組みで

動ける次のステップをつくる価値

があります。

松原 : 出向制度はリバネスにとって

も価値があることだと思っていま

す。創業当時から続けていた研究者

向けの週末型インターンをやめた

ことで、外からの流入が一時減りま

した。ところが、最近、リバネスの

プログラムを受けた生徒たちが高

校卒業後から大学入学までのギャッ

プイヤーの中で、リバネスでインター

ンしたいと来てくれるようになり、

「アドバンス採用制度」を新たに作っ

て受け入れを開始しました。これが

週末インターンに代わる発展的な

仕組みになると感じています。同様

に、共通言語を L-Univ. で持った人

たちと共に刺激的な仕事ができる

のではないか、と期待が膨らみます。

花井 : 個人のつながりで社内外を巻

き込んで仕掛けていく、そのための

ウェットな関係性は大きな企業で

も大事です。スタンフォード大学の

MBA のアラムナイをみてみるとす

ごいですよ。常に仲良くしてるわけ

ではないですが、何かあったときに

すぐに繋がれる強みがあります。

松原 : そうですね。そこで生まれた

プロジェクトの継続はもちろんで

すが、同じコースを受講した人たち

との関係性が大事だと私も感じて

います。個人の情熱や行動によって

形成された「個のネットワーク組織」

を持つことで、新たな仕掛けが生ま

れていくからです。受講生個人の背

中を押せるような仕組みとして有

機的に人が繋がり続ける個のネッ

トワーク組織をいかにつくってい

くかが L-Univ. の次のキーワードだ

と考えています。

花井 : いいですね。たとえば各社の

経営層は皆、そんな活動をしている

社員と話したいと思っているはず

です。経営者も個のネットワークに

巻き込むという視点も入れられる

と良いと思います。

松原 : たしかに、報告会や最終回に

招待して、経営者を巻き込んだり、

経営者同士で横で繋がり、議論でき

るような仕掛けをつくるのも面白

いですね。私が、次のチャレンジと

して考えているのは、地域の企業向

けのプログラムや大学と連携した

プログラム開発です。地域企業にも

参加してもらうためには東京・リア

ル開催のみではなく、地域の大学と

連携すればどの地域でも受講でき

る可能性は広がりますし、地域の人

にとっては生涯学び続ける場にも

なる。多様な人が出入りするプラッ

トフォームとして、門戸を広げられ

ると思っています。

カレッジという点をつなぎ、
面に。そしてユニバースへ。

花井 : 設立当初からビジョンに掲げ

ていた「地球貢献型リーダー」は今や

当たり前になってきたと感じます。

時代が追いついてきた今、点となっ

ているカレッジをつなぎ、いかに面

にしていくかのフェーズがきたので

はないでしょうか。

松原 : そうですね、考えたアイデアを

試せる場所が自社だけに限定されて

いては成功率は上がらないと思って

います。私はL-Univ.で「自分の所属

は一つではない」という世界観を創っ

ていきたいと考えています。

花井 : それこそまさに、ユニバーシ

ティーの語源でもある「ユニバース（宇

宙）」を体現していくイメージで考え

てみるといいかもしれません。面白

そうじゃないですか。

松原 : 各カレッジは重力環境や物質

の組成が異なる星のようなもので、

目的に合わせて適切な星に行き、そ

の主催企業が持つアセットも借りな

がら課題解決のためのアイデアを実

証実験して社会実装に必要な仲間や

データを集めていくことができる。

この世界が実現すれば、企業や組織

の概念も変わっていくのではと思い

ます。個の想いを応援し続けられる

仕組みづくり、経営層の巻き込み、カ

レッジ同士の接続と目指す先が見え

てきました。ここからバトンを引き

継ぎ、進めていきます。

（文・構成:海浦 航平）
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※リバネスユニバーシティーは、学校教育法上で認められた正規の大学ではありません。
※各コースのプロデューサー・日程・会場は変更となる場合があります。最新情報はWebページをご覧ください。
※金額は全て税込です。

https://univ.lne.st/courses/

コース詳細は
こちら2025年度開講予定のコース一覧

リバネスユニバーシティー基礎コース

ジャーミネーションカレッジ開講コース

感性と素材カレッジ開講コース

ことまちカレッジ開講コース

ブリッジコミュニケーションコース

キャピタルブリッジコミュニケーションコース

感性イントレプレナーコース

ラーニングクリエイターコース

2025年6月18日〜2025年8月20日（15:00-17:30・全6回）

2025年7月18日〜2025年8月22日（17:00-19:00・全5回）

2025年9月〜2025年12月（15:00-17:00・全8回）

2025年10月〜2026年1月（17:30-20:00・全7回）

6/18、6/19、7/3、7/17、7/31、8/20 

7/18、7/24、8/7、8/21、8/22

隔週木曜開催

隔週金曜開催

具体的な課題を発掘しソリューションを生み出すには、異分野の知識を
編み、持続可能な仕組みをつくり上げることが必要です。理解を促すコミュニケーショ
ンだけではなく、異分野の相手との間に強固な橋を架け、さらには活性高く動き続け
るチームをつくるための「ブリッジコミュニケーション」を実践的に学びます。

受講者はベンチャーの経営チームの一員となりきり、ベンチャーの課題の本
質を見極め、解決するための連携仮説の提案と実践を行います。所属組織の様々な資本(キャ
ピタル)を活用し、ベンチャーの事業計画の蓋然性を高めるアイディアを主体的に創出す
ることで、世界を変える挑戦を加速する真の伴走者となるための概念を実践的に学びます。

「感性価値」を五感への刺激により直接想起される感情に留まらない「心
の充足」と捉え、それを実現するためのものづくり・サービスによる新規事業開発を目
指します。多様な素材および周辺技術を持つ artience グループ、感性に響く事業を立
ち上げたベンチャー企業、その他企業が集まり、所属組織の中で新規事業を立ち上げ
る方法を学び、実践していきます。

「ラーニングクリエーター」は多様な視点を持った人と人が互いに学び合
う「豊かな学びの場」をクリエイトできる人材です。今回は、墨田区・押上を実践フィー
ルドとして「墨田区の街のにぎわいづくり」につながる「学びの場づくり」に挑む、実
践的なコースとなっています。

[最終課題] 異分野チームで地球貢献プロジェクトを構想し次世代を巻き込む

[最終課題] CFO/CSOになりきって立案したベンチャーとの連携仮説とその実践

[最終課題] 「感性価値」をテーマとした新規事業仮説プレゼン

[最終課題] 大人と子どもを巻き込み
　　　　 「まちのにぎわいづくり」に繋がる教育プログラムの企画提案

概要

概要

概要

概要

495,000円

495,000円

495,000円

495,000円

[ 主催 ] 株式会社リバネス

[ 主催 ] 株式会社リバネスキャピタル

[ 主催 ]artience 株式会社

[ 主催 ] 東武不動産株式会社

オンライン・対面 [ リバネス東京本社（東京都新宿区）]

オンライン・対面 [ リバネス東京本社（東京都新宿区）]

対面 [ 京橋エドグラン（29F Incubation CANVAS）]

対面 [ ことまちラボ（東京都墨田区 )]

※6/18は終日、6/19は午前、8/20は13:00- の開催 ※6/18、6/19は対面開催 ( 東京都内 )
※7/3、7/17、7/31、8/20はオンライン開催

※7/18、8/21-8/22は対面開催 ( 東京都内 )　※7/24、8/7はオンライン開催
※8/21は午後、8/22は午前開催

2003年よりリバネスに参加。教材開発事業部、教育開発事業部、
人材開発事業部の部長を経て2016年研究キャリアセンター長
に就任。リバネスの教育応援プロジェクトの立ち上げ、企業の
教育参加を加速する教育 CSR 事業の創出に関わる。また、リバ
ネスの人材開発の根幹となるサイエンスブリッジコミュニケー
ター育成を主軸とした企業・大学の人材育成プログラムの開発・
実施経験を豊富に持つ。著書『誰もが「地球貢献型リーダー」に
なれる思考法』（リバネス出版）

光合成細菌の研究で大学院に進学後、丸・井上と出会い2人の熱
に巻き込まれるようにしてリバネス創業に関わり、出前実験教
室の初代講師を務める。創業後大学院を中退し初の常勤役員と
なり、経理・財務などコーポレート部門を一手に引き受ける。リ
バネスの知識製造業を絶対に止めないファイナンスを実行しつ
つ、この20年間で70社超の創業期ベンチャーに対し経営の土台
作りの伴走も行ってきた。この経験を活かし、子会社のリバネ
スキャピタルを設立し組織的なベンチャー伴走体制を構築中。

修士1年よりリバネスに参加し、その後リバネス初の新入社員
として入社。人材開発事業部を立ち上げ、2012年より執行役員
に就任。TECHPLANTER 事業やリアルテックファンドの立ち
上げ、スタートアップと町工場の連携事例構築、インキュベー
ション施設「センターオブガレージ」の開設や中堅中小企業の
新規事業創出支援などを主導。

高校を卒業後渡米。WrightStateUniversity で人間工学心理
学の修士、博士号を取得。2010年にリバネスに入社。若手研究
者向け研修、教員研修、中高生の国際教育企画の開発に従事。
2018年4月から、リバネス教育総合研究センターのセンター長
として、非認知能力の評価系と育成の研究を、学校現場の先生
方と一緒に取り組む。

実施期間

実施期間

実施期間

実施期間

実施日

実施日

実施日

実施日

参加費

参加費

参加費

参加費

実施形式

実施形式

実施形式

実施形式

[ プロデューサー ] 楠 晴奈

[ プロデューサー ] 池上 昌弘

[ プロデューサー ] 長谷川 和宏

[ プロデューサー ] 前田 里美

株式会社リバネス ひとづくり研究センター長

株式会社リバネスキャピタル 代表取締役社長

株式会社リバネス 執行役員 CHO

株式会社リバネス 教育総合研究センター長
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既存の概念を変え、
創造的なプロジェクトが生まれ続ける場をつくる
リバネスユニバーシティーの「カレッジ」

他流試合による「ひとづくり」で変化し続ける組織をつくる
「カレッジ」が次々と生まれています

自然との共生や地球規模の課題解決といった視点がビジネスの中にも当たり前のように入り始めた今、これまでのビ
ジネスのやり方、働き方、価値観を大きく変化させる時がきています。複雑化した課題を解決する事業を生み出すには、
もはや1 対1の組み合わせでは難しい。世の中で盛んに行われているビジネスコンペティションとは異なる枠組みが
必要です。

同質な組織内で変化を起こすのは難しい。変化を起こすには外力が必要です。そこで、リバネスユニバーシティーは、
変化を本気で考える企業とともに、変化を起こす場をつくる「企業カレッジ」の開発に取り組んでいます。カレッジに
は自社の社員だけでなく多種多様な企業や組織の人材が参加し、「地球の持続的な発展を起点に考える」「競争ではなく
共生」といった新たな共通概念をつくり数か月の短期プログラムの中で、一人一人の経験や知識、自社のアセットも接
続してプロジェクトを推進していきます。

真のサステナブルビジネスを学び、
つくりだす

ベンチャー伴走の本質を追究し、
社会実装を先導する

人と人、人と自然の
新たな繋がりを創造する

「心の充足」の実現による
ビジネスを創出する

リバネスユニバーシティーの基盤コース
ブリッジコミュニケーションコース

P.38 へ

P.40 へ

P.44 へ

P.45 へ

P.36 へ

パートナー

パートナー

パートナー

パートナー

東日本旅客鉄道株式会社

株式会社リバネスキャピタル

東武不動産株式会社

artience 株式会社

企業カレッジの設立に関心のある方は、リバネスユニバーシティーの各カレッジが実践するコースにぜひ一度ご参加ください。

株式会社リバネス　リバネスユニバーシティー担当　楠・立花　[MAIL] hd@Lnest.jp問い合わせ
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リバネスユニバーシティーの基幹コース
ブリッジコミュニケーションコース

「競争」から「共生」へ、「利益追求」から「地球貢献」へ。外の世界とつながり、自社の固定概念を変える人材が１００年後の当たり前
をつくる。リバネスユニバーシティーでは「課題解決への挑戦」という共通項をもつ異業種・異分野の受講生と共に学ぶことで、多
様な視点やアプローチに触れ、自らの思考・行動を加速度的に変化させます。その基盤となるスキル・マインドが「ブリッジコミュニケー
ション」です。本コースはリバネスユニバーシティーが展開するすべてのカレッジに共通する「誰もが地球貢献型リーダーになれ
る思考法」を学びます。

本講座は異なるものに橋をかけ、世界を変える価値を生み出すブリッジコミュニケーションの概念を学び、リーダーに必要なマインド・
思考・価値観を身につけることを目的としています。自分を知り、相手を知る共感的コミュニケーションが、新しいことを起こすリーダー
を支える最も重要な基礎力です。コミュニケーション、プレゼンテーション、リーダーシップ、ライティングに対する概念をシフトさせ、
４つの講義を通じてリーダーに必要な力を紐解き、創造性・新規性を求められる仕事に応用可能な考え方を実践的に身につけます。

実施コース名 ブリッジコミュニケーションコース

「次世代とともに未来をつくるプロジェクトを構想する」をテーマ
に、異業種混成チームでプロジェクトを構想します。さらに、構想
したプロジェクトの一歩目として、中高生の仲間を集めるための活
動を企画します。企画した内容はプロジェクトの実現に必要な次世
代教育を考え実現に向けた具体的なディスカッションを行います。
受講者同士、中高生と未知な相手と協同しながら地球貢献に資する
活動を構想し、ブリッジコミュニケーションを通じて仲間を集める、
PBL 型の実践ゼミです。

新規事業創出や異業種との協業加速を求められている部門の担当
者、次の経営人材候補など、既存の枠組みにとらわれない発想や
行動を求められている方

株式会社リバネス ひとづくり研究センター長 楠 晴奈

2003年よりリバネスに参加。教材開発事業部、教育開発事業部、人
材開発事業部の部長を経て2016年研究キャリアセンター長に就任。
リバネスの教育応援プロジェクトの立ち上げ、企業の教育参加を加
速する教育CSR事業の創出に関わる。また、リバネスの人材開発の
根幹となるサイエンスブリッジコミュニケーター育成を主軸とし
た企業・大学の人材育成プログラムの開発・実施経験を豊富に持つ。
著書『誰もが「地球貢献型リーダー」になれる思考法』（リバネス出版）

プロデューサー紹介

実施する内容

おすすめの人、参加した人
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松井 菜絵 氏
中国銀行

津山支店

ブリッジコミュニケーションコース
参加コース

リーダーはカリスマでなくていい

　銀行業務での支店長代理の経験

もある松井さん。人の動かし方や

リーダーとしての在り方を考える中

で、受講して一番印象に残ったこと

は「リーダーはスーパーマンではな

い」ということだった。「支店長は束

ねる人なのでその人が圧倒的にリー

ダーシップを持って引っ張るカリス

マでいなければと思っていたが、個

の集合体でそれぞれがリーダーシッ

プを発揮していければ良い、とこの

講座で聞き、それなら自分にもでき

るし、後輩たちにも勧められる」と

感じたという。「リーダーの役割は

チームが楽しく働いてうまく回るよ

うに活動すること」と常にチームの

ことを考えて奮闘していた松井さん

にとって、お互いが得意なことを伸

ばしあって、それを活かせる組織で

あればいい、というのは新しい考え

方だったようだ。

インプットと考察が 
今の自分に必要だと実感

    受講中松井さんがもっとも苦
労 し た の は「自 分 が こ う し た い」

と意見をはっきりと伝えることだ。
受講生には多様な仕事をしてきた
社会人が集まっており、「こんなこ
とがしたい」「あんなことができる
ようになりたい」とアイデアを語
る様子を見て、面白いと思うとと
もに、自分自身のことを考える機
会やインプットが少ないことを実
感 し た。「営 業 店 で は こ れ ま で に
ない新しい取り組みを提案する機
会はなかなかない。自分がこうし
た い、と 語 る 機 会 も、発 想 を 飛 ば
して新しいものを考えて、それを
仮置きして具体化してみる機会も
新鮮で、言語化に苦労しました」。
可能性を具体化するには世の中の
新しい動きに対するインプットと
自身のやりたいことを深く考えて
いく機会が必要だと感じたと言う。

人を巻き込むには 
自分の言葉や行動から

　「自 分 の や り た い こ と」を 悩 み

続ける中で浮かんだのは、地域で

身近に接してきた高齢者の「孤独」

だった。銀行の窓口で行員とのコ

ミュニケーションを求める彼らの

孤独はひしひしと感じていた。自

分たちの40年後を考えると人ごと

には思えなかった。最終アウトプッ

トでは、同じく「孤独」を研究で感

じている研究者たち2名と、離れて

いても一緒に研究や活動のできる

仕組みを考えた。この過程で大事

なのは自分の言葉や行動で「相手

を巻き込む」ということだったと

話す。それは身近な仕事でも同じ

だと松井さんは感じた。「上からの

施策を部下に伝えるときでも、相

手は理解はしていても納得してい

ないような事が多く悩んでいたの

ですが、自分の言葉や行動で伝え

ることで、相手を心から動かすこ

とができるのではないかと考えら

れるようになりました」。未知の世

界に飛び込んだ松井さんだが、身

近な仕事に活かされる視点を自ら

つかみ取る機会となったようだ。

（文・環野 真理子 )

松井さんは勤務先の外部研修の選択コースの１つとしてブリッジコミュニ
ケーションコースを選択した。最初は「地球貢献」も「ブリッジコミュニケーション」
もその意味を理解していたわけではないと言う。銀行業務は意識しないと
同じ人、同じ仕事の連続で世界が変わらない。一方で、銀行も変化が必要な時代に、
自分自身で知らない世界を見てみたいと、「未知」だからこそ飛び込んだ。

未知の世界に
飛び込んで得られた、
身近な仕事への新たな視点
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JRE StationCollege
JRE Station カレッジ  [ 主催 ] 東日本旅客鉄道株式会社

真のサステナブルビジネスを学び、
つくりだす

これからの時代のビジネスには、複合的な視点が欠かせません。消
費者の行動変容や価値基準の変化、企業組織の構造改革、インフラ
やまちづくりのアップデート、そして生態系との共存も必要です。
それらの要素を組み込むことで、地球全体との調和を前提としてビ
ジネスを再定義し、いかに持続可能なものにしていくのか。本カレッ
ジでは、サステナブルビジネスの本質を理解し、一人ひとりが行動
を起こすことを目指しています。

全 6 回の講義と全 8 回のゼミを通し、講師やゲストスピーカーからテクノロジーで課題解決を進めるために必要な視点や考え方を学び、
実践していきます。第 3 回までは個人の Question と Passion を深堀り、第 4 回以降はチームでサステナブルビジネスを生み出すため
の試行錯誤を繰り返し、プロジェクト実践から学ぶカリキュラムです。

実施コース名

Mission

エコテックコース / フードテックコース / ライフテックコース

JRE Station カレッジでは、全 8 回、各回 2 時間のゼミが行われます。ゼミでは、個々の情熱や課題意識をコアとしてチームアップが行われ、
プロジェクトが組成されます。その後、各チームでの事業計画の策定、PoC、成果発表等を通して、講義で学んだ内容を実践します。また、
サステナブルビジネスを実践するゲストスピーカーによる具体的なフィードバックにより、単なる「構想」ではなく「現実の事業」として
立ち上げる道筋が見えることが本カレッジの醍醐味です。ここで生まれたプロジェクトに対して、受講期間終了後もカレッジとして支援を
継続する助成制度も用意されています。

カレッジ長

エコテックコース プロデューサー

フードテックコース プロデューサー

ライフテックコース プロデューサー

株式会社リバネス 代表取締役社長 CCO 井上 浄

株式会社リバネス ひとづくり研究センター長 楠 晴奈

株式会社リバネス 執行役員 塚田 周平

株式会社リバネス 執行役員 篠澤 裕介

プロデューサー紹介

実施する内容
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JRE Station カレッジで生まれた
プロジェクトの近況ピックアップ
〜サステナブルビジネスを社会に届けるために〜

JRE Station カレッジでは、2021年のスタートから実施コースを拡大しながらサステナブルビジネスを生み出し
てきました。3年間で合計25のプロジェクトが生まれ、カレッジ終了後も活動を進めるチームが多くいます（詳細
は右 QRよりwebサイトを御覧ください）。今回はその中から、2024年10月に実施したJRE Station カレッジ オー
プンキャンパスで発表されたプロジェクトの進捗をまとめました。

高齢者施設で無表情で外を見ている高齢者を見た時、このままでは病気になってしまう
のではないかと不安を感じた。一方で赤ちゃんを見た時の高齢者はとても優しい表情に
なり、赤ちゃんの笑顔は高齢者を笑顔にする力があるのではないかと思った。高齢者の
笑顔が減っている背景として社会との繋がりの不足が考えられ、乳幼児の笑顔を起点に
高齢者が社会と繋がることができれば笑顔率を上昇させることができると仮説を立てた。
現状、保育施設と高齢者施設の連携を実施している施設もあるが、超高齢化少子化と人
手不足のなか、職員のマンパワー依存となっている幼老世代間交流は、理想であっても、
なかなか持続的ではない。本プロジェクトでは保育施設と高齢者施設をテクノロジーで
繋ぎ、高齢者の笑顔の効果を分析・評価することで、乳幼児の教育と高齢者の心とカラ
ダの健康に貢献していく。

現在、人口増加や気候変動による植物の収穫量の減少、家畜や養殖での飼料の高騰化など
により食を支える基盤が崩れつつある。一方、食品ロスとして日本だけでも年間 522 万ト
ン（※令和 4 年 6 月農林水産省発表の資料より）の食品廃棄物が環境負荷や経済負荷をか
けながら廃棄されている。この食品廃棄物は食品工場より多く発生しており、特に飲料工
場では、お茶やコーヒーの抽出残渣が大量に発生。これらの残渣は一部肥料や飼料に用い
られているが、その多くは有効な再利用がなされていない状況である。その理由として、
高効率なアップサイクル方法がないため、各企業の取り組みや設備投資が進まないことが
挙げられる。よって今回、乾燥粉末化、飼料適性調査、有用成分探索の 3 つのプロセスを
通し、抽出残渣から飼料をつくる高効率なアップサイクル方法の確立を進める。本プロセ
スを応用することで世界中の食品工場から廃棄を無くし、安全な食の提供を目指す。

ロート製薬株式会社　甚田 賢
株式会社イヴケア　大平 雅子
明治ホールディングス株式会社 亀田 敦史
株式会社ルミネ 齊藤 若菜
株式会社リバネス　塚越 光（コミュニケーター）

アサヒ飲料株式会社　森口 敬介
株式会社Eco-Pork　沼澤 祐介
株式会社リバネス　伊地知 聡（コミュニケーター）

高齢者に赤ちゃんの動画を観てもらうプレ実証実験を行う
滋賀大学の共同研究プロジェクト助成事業に採択

養殖種の検討 / 残渣に含まれる有用物質の調査 / 豚養殖飼料の検討 /
豚給餌試験の実施 / 茶粕豚の肉質検査・試食による官能評価

これまでに
実施したこと

これまでに
実施したこと

リーダーの甚田さんの変化 今の仕事にも会社にも満足している一方で、会社がこのまま
順調に成長し続けるとは限らないという漠然とした考えから、「このままで良いのか？」
という疑問とともに、自分の未来は自分で切り開けるようなチカラをつけたいという思
いでカレッジに参加しました。その結果、一番に学んだことは「正解は自分でつくる」
ということでした。4 ヶ月の期間を経て、だんだんと自分の中でやらない言い訳を作ら
ない、まずやるんだ、という姿勢へと自分でも変化を感じました。

リーダーの森口さんの変化 4 ヶ月の期間だけではなく、そのあとのプロジェクト推進も
含めて、この 1 年間で「人と繋がっていくことで生まれる力」を体感できたことが一番
の学びです。一人では無理そうに思えても、思いや願いに共感してくれる人達と出会い、
新しい可能性が広がり、さらにその紹介で、どんどん輪が広がっていくことを実感でき
ました。パッションが擦り減ったり、難題に打ちのめされた時こそ、新しい人に出会う
ことが重要ですといろんな人に伝えていきたいです。

チームメンバー

チームメンバー

テーマ

テーマ

乳幼児と高齢者を繋ぎ、健康な未来をつくる
「えがおるーぷ」プロジェクト  （2023年度 ライフテックコース）

食品工場から廃棄を無くす
「ブレンド茶残渣アップサイクルメソッド構築」プロジェクト  （2022年度 フードテックコース）

赤ちゃんの笑顔こそ、一番の薬だと考える。

茶粕(乾燥粉末)を出荷前4週間給餌(飼料全体重量の1%相当を含
有)した豚肉(肩ロース)と、茶粕給餌なし豚とのブラインド試食。



40

Germination College
ジャーミネーションカレッジ  [ 主催 ] 株式会社リバネスキャピタル

ベンチャー伴走の本質を追求し、
社会実装を先導する

課題解決を目指す研究シーズの社会実装のためには、創業期ベン
チャーの支援体制の充実が求められます。その対象を初期 PoC か
らビジネスモデル・マーケットを見出す手前までのステージをジャー
ミネーション期として明確に定義しました。本カレッジでは、資金
調達・経営人材・経営管理という観点で伴走に必要な考え方を共有
し、実践する場を通じて、受講者それぞれがジャーミネーション期
のベンチャーに対して主体的な伴走者として動き出すことを目指
しています。

全 5 回の講義とワークを通し、受講者がベンチャーの CFO の立場になりきった上で、受講者が所属する金融・投資機関・事業会社のアセッ
ト・ネットワークを活用したベンチャーとの連携仮説を立て、これを実践・実証し、対象ベンチャーのビジネスモデルの拡張・共創の可
能性を探ります。受講者自身の価値観、課題感、情熱を見つめ直すところから始まり、ベンチャーの創業期の支援に必要な投資の概念を
アップデートし、創業期のベンチャーとのコミュニケーションのあり方を学びます。

実施コース名

Mission

キャピタルブリッジコミュニケーションコース

自身がシード期ベンチャーに伴走したい Q と P を言語化することからスタートします。自社のアセットを ABC 理論で言語化したのち、講
座に参加する伴走ベンチャーとの仮説連携を考えていきます。そこには自社のアセットの深い理解や、ベンチャーのビジョンへの共感など
コミュニケーションの基になる「深く知る」ことをディスカッションを通じて体得していきます。立てた連携仮説を言語化し、実践すべく
行動に起こすところまでを目指します。

金融機関のベンチャー支援部門、投資期間のキャピタリスト、大手・
中堅・中小の事業会社の研究開発部門、新規事業開発部門などに所
属する若手又は中堅の方々を主に想定しています。これまで具体的
な伴走をイメージしにくかった創業期のディープテックベンチャー
を題材としてグループワークを実施するため、彼らとのブリッジコ
ミュニケーションの概念を習得し、世界を変える挑戦に「主体的に
伴走する力」を実践的に身につけます。

株式会社リバネスキャピタル 代表取締役 池上 昌弘

修士（技術経営）。東京工業大学生命理工学部卒業。2002年6月
に株式会社リバネスを立ち上げ、取締役 CFO に就任。リバネス
創業期の財務・経理・労務などコーポレート業務を一手に引き受
け、経営の土台構築に貢献しながら、これまでに70社以上の研究
開発型ベンチャー企業のコーポレート、ファイナンス面を支援。
2020年1月リバネスの子会社として株式会社リバネスキャピタ
ルを会社分割により設立し、代表取締役に就任。その他リバネス
関連子会社の監査役等を兼任。

プロデューサー紹介

実施する内容

おすすめの人、参加した人
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2024年7月から8月にかけて開催した第2期ジャーミネーションカレッジ「キャ
ピタルブリッジコミュニケーションコース」（以下、CBC コース）で、ベンチャー
連携仮説を考えていく伴走先として株式会社ファイトリピッド・テクノロジー
ズ（以下、PLT）が参加し、PLT チームとなった受講生4名と PLT に集まっていた
だきました。それぞれが課題感を持って受講し、キーとなる学びを得て未来も
大きく開けていきました。

左から、富田、渡邊氏、真鍋氏、髙橋氏、山根氏、池上   ※PLTはオンライン参加

参加者
artience 株式会社　髙橋隼人氏
SMBC ベンチャーキャピタル株式会社　真鍋晃太郎氏
株式会社フォーカスシステムズ　山根勝彦氏
株式会社みずほ銀行　渡邊司氏
株式会社ファイトリピッド・テクノロジーズ　太田啓之氏

聞き手
株式会社リバネスキャピタル　池上昌弘
株式会社リバネスキャピタル　富田京子
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本当にベンチャーとの
向き合い方が変わった

富田 : 本日はよろしくお願いしま

す。みなさんがコースを受講した

きっかけや受講しての学びはどの

ようなことでしょうか？まずは、

artience の髙橋さんお願いします。

髙 橋 ： 自 社 で オ ー プ ン イ ノ ベ ー

ションが起こっていない現状があ

り、まずはベンチャーとのコミュ

ニケーションスキルを身につけた

いと考えたのと、ベンチャーファ

イナンスも同時に学べたらと思っ

て参加しました。この講座ではファ

イナンスは全くでてこなかったで

すが ( 笑 )、しっかり得るものがあ

りました。

池上 : ファイナンスはない講座で

したね ( 笑 )。得たものはどんなも

のでしょうか？

髙橋 ： 「まずは何かしてみる」とい

うことの大切さを再確認できたこ

とが大きかったです。現場を回る

ことを継続してやっています。ま

た、ベンチャーとのコミュニケー

ションは、対等な立場であるはず

だし「Give and Give」だと感じま

した。そうでないと関係性はうま

くいきません。

富田 : SMBC ベンチャーキャピタ

ルの真鍋さんはいかがでしょうか？

真鍋 : ソーシング（投資案件の発掘）

ができるようになりたいと考えて

いて、前回この講座を受講した同

僚に「ディープテック企業への投資、

企業理解を深めたいと考えている

ならおすすめ。ベンチャーとの距

離感や向き合い方が変わる」と聞

いて受講を決めました。

富田 : 真鍋さんもベンチャーとの

向き合い方は変わりましたか？

真鍋 : 変わりました。今まで投資

家とベンチャーとの二者間の投資

の話だけの距離感だったことが、

投資家側からベンチャーと積極的

にコミュニケーションすることや、

本音ベースで話すことで事業理解

を含めた近しい関係性を築くこと

が非常に重要だと思いました。ま

た、ベンチャーと自社の関係性の話

にとどまらず、投資家同士の相互

理解やコミュニケーションも重要

であるため、自身が提供できる価

値を増やしたいという意欲を持つ

ようになりました。共にベンチャー

と関わる投資家と建設的な議論が

できるといいと思っています。

一次情報から得る
納得感・肌感が
連携を加速する

山根 : CVC を立ち上げて広い視点

で様々な企業と関わりたく、ベン

チャーと集中して多角的に向き合

える講座だと思い受講しました。今

までテックに触れてこなかったの

で新しい分野に関わる挑戦ができ

る楽しみな気持ちで参加しました。

池上 : フォーカスシステムズの山

根さんは前回に引き続き2回目の受

講でしたね。前回と今回とでの変

化や異なる学びなどありましたか？

山根 : 前回の受講では「寄り添う、

伴走する、自分ごとにする姿勢」を

身につけられました。今回の受講で

は前回の学びを意識しつつ一次情

報を取りに行く意義を体験として

学ぶことができました。前回は、伴

走先のベンチャーが IT 技術を使っ

た物流の課題解決、実装を目指して

いて、技術そのものを理解できても

見学などで理解を深めるというと

ころに至りませんでした。一方で

今回のベンチャー（PLT）では藻類

の培養を行っており、施設やラボに

行くことで PLT が作ろうとしてい

るものを直接目にしました。技術

やモノに手触り感をもって現場を

知ることで、だからこそ資金が必要

ということに実感をもつことがで

きました。

池上 : 山根さんは普段財務を担当

されていますが、財務領域の人がこ

の講座を受講する価値はあると思

いますか？

山根 : あると思います。視点が少な

いと数字や紙の上のデータだけを

信じることになってしまうところ、

創業者や経営者の思いに加えて、一

次情報をしっかり取りに行って感

じる真実という観点が備わると思

います。若い方にも是非受講して

ほしいですね。経営のセンスが磨

かれると思います。
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富田 : みずほ銀行の渡邊さんのきっ

かけや学びはいかがでしょうか？

渡邊 : 業務で大企業側のオープン

イノベーション支援を行っていま

すが、大企業とベンチャーでは考え

方やスピード感にギャップがある

ため、どう歩み寄り連携していけ

るかを考えていました。この講座

には様々な属性の受講生がいると

聞き、それぞれの思いや連携手法

を知るなどして連携に関わるすべ

ての人にメリットのある形を作れ

るように、自分なりの解を考えた

く参加しました。PLT の施設やラ

ボ見学に行き、他の方のベンチャー

との接し方なども見ることができ、

自分なりにしっかり考え、得た一

次情報を基に連携を進めていける

という手ごたえを感じました。

研究開発も自分事にして
社会実装への道を伴走する

富田 : 今後の展望などをお聞かせ

ください。

髙橋 ： artience 社内で日常的にベ

ンチャー企業との協業が行なわれ、

そこから新しい事業が誕生してい

る状態を目指すため、まずは小さ

くても事業化事例を作りたいと思

います。

真鍋 : 有望なディープテックベン

チャーが埋もれてしまわないよう、

日々のデューデリジェンスやソー

シングに力を入れ、自身が支援し

た先が明るい未来を作っていける

ような伴走ができればと思ってい

ます。今では SMBC ベンチャーキャ

ピタルでの自身の業務と関係のな

いベンチャーの未来も予測するよ

うになり、勝手に連携アイディア

を想像するようになりました。( 笑 )

山根 : 講座を通じて出会ったベン

チャーへの出資も行い、成長に向け

た伴走者として資金提供だけでは

ない支援をしていきたいです。また、

フォーカスシステムズ社内メンバー

の育成にも取り組んでおり、伴走が

できているかの視点や、数字だけで

はわからない部分も見ていけるよ

うに伝えていきたいです。

渡邊 : 形だけの連携ではなく有意

義な連携を実現するためには何が

必要か、を意識して行動するよう

に心がけています。大企業とベン

チャー、双方の当事者になったつ

もりで、真にやるべきことの提案

に繋げていきたいと考えています。

先を見据えたエコシステムの拡大

に貢献したいですね。

池上 : PLT の太田さんは講座の伴

走先ベンチャーとして参加してい

ただきましたが、いかがでしたか？

次に参加するベンチャーへのメッ

セージもお願いします。

太田 : はじめはコースに参加して

どんな風になるのかイメージがわ

かなかったのですが、チームディ

スカッションではバラエティー豊

かな連携仮説を聞くことができて

いい意味で驚きでした。1社のベン

チャーに対し大企業をはじめ複数

社の方が集まり真剣に議論する場

はなかなかありません。具体的な

連携の話もあり、参加して本当に

良かったです。とても意義のある

コースなのでベンチャーにも積極

的に参加してほしいです。

富田 : お話を伺って、それぞれの

視界が開けてディープテックベン

チャーとの連携にワクワクしてい

る印象をもちました。ディープテッ

クベンチャーとの関係性をどうつ

くっていくか、投資の視点だけで

はない心構えなど今までの考え方

をアップデートしたい方にぜひ受

講していただきたいです。

本日はありがとうございました。

（構成・文：富田 京子）
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KOTOMACHI College
ことまちカレッジ  [ 主催 ] 東武不動産株式会社 

人と人、
人と自然の新たな繋がりを
創造する

箱作りだけではコトは生まれず、目的を体現するプロジェクト・プログラムを
創出できる人材が必要です。街づくりにおいては、これまで自治体や町内会が
その機能を担っていましたが、地域を拠点にしている企業こそ、もっとそこに
コミットしなければいけないのではないか。そんな思いから、街に根ざした「コ
トづくり」をするプロジェクトを立ち上げました。本カレッジでは、多様なバッ
クグラウンドをもった人が出会い、多様な視点を調和・統合させることを通じて、
そのまちに根付く「こと」を生み出すことができるリーダー人材を育成します。

本コースは、多様な視点を持った人と人が互いに学び合う「豊かな学びの場」をクリエイトできる人材が育つ場です。全 5 回の講義
と全 7 回のゼミを通し、コース参加者の情熱と専門性、街のアセットとを組み合わせ、多様な人が集まる求心力となる、新しい「学び」
のコンテンツを開発します。ラーニングクリエイターの個の熱を起点に「好奇心」を刺激する場を設計し、共通の目的を持った仲間
を集める方法を学びます。研究者やベンチャー、学校の先生、子どもなど、これまでコラボレーションしたことがない人たちとの化
学反応により「いまここにしかないもの」を生み出します。

実施コース名

Mission

ラーニングクリエイターコース

全 7 回、各回 2 時間のゼミが行われます。開発したコンテンツは主
催企業の経営者等へプレゼン提案し、採択された企画は主催者が仕
掛ける「ことまちラボ」にて実施することが可能です。実施後も企
画を継続していく仕掛けはもちろん、ここで育ったラーニングクリ
エイターがそれぞれの所属組織で学んだ力を発揮し、人と人の新た
な繋がりを創造していくことを目指しています。

地域共創、異業種共創、部門間連携促進などの目的で設置された
コミュニケーションスペース等をお持ちの企業・自治体・大学関
係者の方

株式会社リバネス 教育総合研究センター長 前田 里美

高校を卒業後渡米。WrightStateUniversityで人間工学心理学の修
士、博士号を取得。2010年にリバネスに入社。若手研究者向け研修、
教員研修、中高生の国際教育企画の開発に従事。2018年4月から、
リバネス教育総合研究センターのセンター長として、非認知能力の
評価系と育成の研究を、学校現場の先生方と一緒に取り組む。

プロデューサー紹介

実施する内容

おすすめの人、参加した人



45

Art & Science Colledge
感性と素材カレッジ  [ 主催 ] artience 株式会社

「心の充足」の実現による
ビジネスを創出する

現代社会において、単なる機能や利便性を超えた「感性価値」が注目されてい
ます。本カレッジでは、この「感性価値」を五感への刺激により直接想起される
感情に留まらない「心の充足」と捉え、artience グループが持つ素材や技術等
のアセットと受講生のアセット、価値観を繋げ、新しい事業を生み出すことを
目指します。

感性イントレプレナーコースでは、感性価値の創出をテーマに大企業の社員が主体となり社内で新たな事業を生み出すべく、４ヶ月
間の講義とゼミにチャレンジします。講義では「感性価値創出にむけた 18 の考え方」として毎回３項目をテーマとして取り上げ、ゲ
ストスピーカーを招いて現場での実例を豊富に交えて伝えます。ゼミでは、自らの感性から新たなビジネス（プロジェクト）を生み
出すことにチャレンジします。

実施コース名

Mission

感性イントレプレナーコース

全８回、２時間のコースです。第１回と第２回では、自分の「感性」
を基点に「こうありたい」という未来の姿を想像し、それを実現す
るために技術を組み合わせた新たなサービスを構想します。第３回
では、異分野異業種のチームをつくり、第４回以降はチームでビジ
ネスモデルを構想、社内外のステークホルダーを巻き込むべくブリッ
ジコミュニケーションを実践します。最後は事業計画を経営層にプ
レゼン、修了後も自らのプロジェクトを進める道筋を後押しします。

・「感性」をテーマにビジネス創出にチャレンジしたい方
・社内に新規事業創出に関するノウハウがなく、何から行ったらよ

いかわからない新規事業担当者

株式会社リバネス 執行役員 CHO 長谷川和宏

修士1年よりリバネスに参加し、その後リバネス初の新入社員とし
て入社。人材開発事業部を立ち上げ、2012年より執行役員に就任。
TECHPLANTER事業やリアルテックファンドの立ち上げ、スタート
アップと町工場の連携事例構築、インキュベーション施設「センター
オブガレージ」の開設や中堅中小企業の新規事業創出支援などを主導。

プロデューサー紹介

実施する内容

おすすめの人、参加した人
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経営人材を育成し、研究者と共に創業するベンチャービルダープログラム

GERMINATION REACTOR 始動 !

GERMINATION REACTORのミッション

プログラムの特徴

01 02 03 04

　リバネスグループは、2014年よりディープテックベ
ンチャーの発掘育成エコシステム「TECH PLANTER

（テ ッ ク プ ラ ン タ ー）」を 日 本・東 南 ア ジ ア で 展 開 し、
2024年4月時点で国内2,528、海外1,604チームが集積
するアジア最大規模のディープテックエコシステムを
構築しています。2016年からは地方自治体や地元の銀
行・大学・企業等と連携して、地域における新産業創出
を目指したエコシステム構築を行う「地域テックプラン
ター」を開始し、2024年度は12地域に展開し2024年4
月時点で1,774チームが参加しています。これらチーム
のうち、約半数が起業前という割合になっていますが、
チーム形成ができずに創業できないケースも多くあります。

私たちは、創業期のディープテックベンチャーに必要なのは、経歴や能力のマッチングや事業計画の精度よりも「価
値認識」を揃えるマインドセットが重要であるとの仮説を立て、経営者候補は理工系、40歳以下の若手人材をターゲッ
トとして設定します。そして、新たな経営人材の確保ルートの開発と、創業に必要なマインド醸成と経営チーム形成
のための教育プログラムの開発を行い、創業を加速するベンチャービルダープログラムの実装に挑戦します。

地方大学などにおいてどのように経営人材を確保し、
創業を加速させるかが今、課題になっているのです。
　経営人材の確保という課題に対しては、大学発スター
トアップにおける経営人材確保支援事業や様々なベン
チャーキャピタルによるマッチングの取り組みが行わ
れていますが、特に地方大学においては、経営人材候補
の母数が少なく、既存のマッチング手法ではなかなか
うまくいっていないのが現状です。また、経営人材確保
の取り組みは、ベンチャーキャピタルが主体として推
進することが多く、事業化に距離のある技術シーズは
支援対象にしづらいという課題が見えてきています。

発掘する事業シーズを、
地方大学にフォーカス

対象とする経営人材像
を、経営経験豊富な人
材ではなく、40歳以下
の若手人材に設定

マッチングではなく、
経営人材、研究者双方
のアントレプレナーシッ
プのマインド醸成とチー
ム形成に重点を置いた
教育プログラムの実施

優秀チームはリバネス
キャピタル等からの出
資を検討し、早期の事
業化が難しいチームも
対象とする
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プログラムの流れ

プロジェクト推進体制 

研究×ビジネスで世界を変える！特別セミナー （オンライン／リアルハイブリッド開催）

プログラム企画・運営 教育プログラム連携 経営人材発掘

株式会社リバネス 株式会社リバネスキャピタル 株式会社LabBase

発掘 出会い 関係構築 意思決定 会社設立へ
研 究 者（地 域テックプラン
ター出身者）および経営人
材の発掘

「科学技術の発展と地球貢献を実現する」をビジョ
ンに掲げる。科学技術分野における教育、人材育
成、研究、創業に関する企画・研究業務を通じて、
未解決課題の解決に資する知識製造業を行う。

自社のミッションを「ヒューマンキャピタルの力
で効果的な組織経営をデザインする」と定め、研
究開発型ベンチャー企業の飛躍を支える伴走支
援として環境開発事業や投資開発事業を行う。

「研究の力を、人類の力に」をパーパスに掲げ、研
究エンパワープラットフォームの開発と提供を
行う。理系学生、大学研究室、企業の研究開発者・
技術者、企業という研究ステークホルダーを相互
に可視化し、出会いの場をつくる事業を展開。

超 異分 野 学 会を活用した
マッチングプログラムを実施

ベンチャーマインド講座お
よび共創ゼミを通じてチー
ム形成を促進

事業化支援プログラムを通
じて、事業・資金調達計画を
作成

VC 投資検討会を模したデ
モデイを開催。

〜2024.12 2025.03 2025.05-07 2025.08-10 2025.11-2026.03

経営人材候補となる若手人材を募集しています。関心のある方は以下のセミナーにご参加ください。

「若手人材に伝えたい、ベンチャーで働く魅力」をテーマに、20〜40歳で起業し社会課題の解決に挑むディープテック
ベンチャーの経営者から、当事者目線でリアルな話を語っていただきます。
[ 場所 ] 東京都新宿区下宮比町1-4飯田橋御幸ビル4階 リバネス東京本社　 [ 参加費 ] 無料

CxO人材に向いている
マインドセットとは？

大企業ではできない、
ベンチャーだからこそできる地球貢献

これで世界の課題を解決したい！
そんな技術と出会ったらやる３つのこと

セミナー1

[日時]
2024年12月19日（木）16:00-18:00
[講師]
株式会社リバネス 取締役CFO 池上 昌弘
[ゲスト]
fabula株式会社 代表取締役CEO 町田 紘太氏

[日時]
2025年1月16日（木）16:00-18:00
[講師]
株式会社リバネス 執行役員 篠澤 裕介
[ゲスト]
株式会社メタジェン 取締役CFO 水口 佳紀氏

[日時]
2025年2月20日（木）16:00-18:00
[講師]
株式会社リバネス
国家政策研究センターセンター長 大坂 吉伸
[ゲスト]
株式会社セルファイバ 代表取締役社長 柳沢 佑氏

セミナー2 セミナー3

株式会社リバネス　ひとづくり研究センター　担当：楠　MAIL：hd@Lnest.jp

詳細はこちら https://avf.lne.st/gr/

問い合わせ

参加者
募集中
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超異分野学会2025 東京・関東大会
聴講者募集中！
超異分野学会は研究者のほか大企業、町工場、ベンチャー、自治体といった分野や業種にとらわれずに、
議論を通じて互いの持っている知識や技術を融合させ、
人類が向き合うべき課題や新たなテーマを捉え、共に研究を推進していく場です。
異分野・異業種の参加者が多数集まり、垣根を超えて共に最先端の研究開発を仕掛け続けています。

超異分野学会の場を活用した実践型研修プログラムも実施しております。
自身のテーマを設定し主体的に行動し始めるきっかけを得ることができ、
新規事業に取り組む担当者や研究所の研究員の方向けの人材育成としてお勧めです。
ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

新たな連携創出の場！
ポスターセッション

こんな方におすすめ！

新たな研究テーマ・課題を捉える！
パネルセッション

連携アイデアを生み出す！
知識製造イグニッション

お問合せ先 株式会社リバネス 人材開発事業部 重永 [E-mail] hd@Lnest.jp

参加登録は WEB ページから
https://hic.lne.st/schedule/tokyo2025/

2025年3月7日（金）～8日（土）

ベルサール新宿グランド コンファレンスセンター

[ 企業、行政機関の方 ]  10万円 / 名・2日間（税・手数料別）
[ 大学等研究機関所属の研究者、学生、教育関係者、中高生 ]  無料

東京都新宿区西新宿８丁目１７−１ 住友不動産新宿グランドタワー5F

日程

場所

参加費

参加登録フォーム

新規事業担当の社員、若手研究員に新たなネットワークを開拓させたい。
新たに検討を開始する新規事業テーマについて、別の分野の人から意見がほしい。
社内で新規事業アイデアを募っているが、なかなか良いアイデアが出てこない。


